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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　モバイルデバイスによって、非セルラーページングサーバについての登録情報をセルラ
ーネットワークを介して受信するステップと
　前記モバイルデバイスによって、前記モバイルデバイスが非セルラー無線アクセス技術
(RAT)を介して前記非セルラーページングサーバからページングメッセージを受信可能で
あると決定するステップと、
　前記モバイルデバイスによって、前記モバイルデバイスが前記非セルラーRATを介して
前記ページングメッセージを受信可能であることの表示を含む登録メッセージを前記セル
ラーネットワークに送信するステップと、
　前記登録メッセージを前記セルラーネットワークに送信するステップに少なくとも部分
的に基づいて、前記モバイルデバイスのセルラー無線を非活性化するステップと、
　ページングメッセージを前記非セルラーRATを介して前記非セルラーページングサーバ
から受信するステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記モバイルデバイスを前記非セルラーページングサーバに前記非セルラーRATを介し
て登録するステップをさらに含み、
　前記モバイルデバイスが前記非セルラーRATを介して前記非セルラーページングサーバ
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から前記ページングメッセージを受信可能であると決定するステップが、前記登録に少な
くとも部分的に基づく、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記非セルラーページングサーバからの前記ページングメッセージが、前記セルラーネ
ットワークのセルラーページングチャネルを監視することを求める、前記モバイルデバイ
スに対する要求を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記非セルラーページングサーバからの前記ページングメッセージが、前記セルラーネ
ットワークのセルラー基地局の識別情報、または前記セルラーページングチャネルがブロ
ードキャストされる対応するロケーションを含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記非セルラーページングサーバについての前記登録情報が、前記非セルラーページン
グサーバのインターネットプロトコル(IP)アドレスまたはユニフォームリソースロケータ
(URL)のうちの少なくとも1つを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記非活性化するステップが、前記セルラーネットワークとのセルラー接続を接続解放
する際に前記セルラー無線を非活性化するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記セルラーネットワークが前記セルラー無線を介してページングすることを控えるこ
との表示を含むメッセージを前記セルラーネットワークから受信するステップをさらに含
む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　更新メッセージを前記セルラーネットワークに送信するステップをさらに含み、前記更
新メッセージが、前記モバイルデバイスが前記ページングメッセージを前記非セルラーRA
Tを介して受信可能であることの確認を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記ページングメッセージを前記非セルラーRATを介して受信する能力の喪失、または
喪失が差し迫っていることを検出するステップと、
　前記モバイルデバイスが前記ページングメッセージを前記非セルラーRATを介して受信
不可能であることの通知メッセージを前記セルラーネットワークに送信するステップとを
さらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記モバイルデバイスが前記ページングメッセージを前記非セルラーRATを介して受信
可能であるとの前記表示が、前記モバイルデバイスがページを受信し得るインターネット
プロトコル(IP)アドレスまたはポート番号のうちの少なくとも1つを含む、請求項1に記載
の方法。
【請求項１１】
　前記登録メッセージが、モビリティ管理エンティティ(MME)に送信される登録メッセー
ジを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　セルラーネットワークのモビリティ管理エンティティ(MME)によって、非セルラーペー
ジングサーバについての登録情報を前記セルラーネットワークを介してモバイルデバイス
に送信するステップと、
　前記モバイルデバイスからの登録メッセージを前記セルラーネットワークの前記MMEに
おいて受信するステップであって、前記登録メッセージが、前記モバイルデバイスがペー
ジングメッセージを非セルラー無線アクセス技術(RAT)を介して前記非セルラーページン
グサーバから受信可能であることの表示を含む、受信するステップと、
　前記モバイルデバイスを前記MMEの前記セルラーネットワークに登録するステップと、
　前記セルラーネットワークからの前記登録メッセージを受信するステップに少なくとも
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部分的に基づいて、前記モバイルデバイスのセルラー無線を非活性化するための応答メッ
セージを送信するステップと、
　前記セルラーネットワークの前記MMEによって、ページング通知を前記非セルラーペー
ジングサーバに送信するステップと
を含む、方法。
【請求項１３】
　前記モバイルデバイスが前記ページングメッセージを前記非セルラーRATを介して受信
可能であることを前記モバイルデバイスが確認するよう要求するメッセージを、前記MME
から前記モバイルデバイスに送信するステップさらに含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記登録情報を非セルラーページングサーバから受信するステップをさらに含み、
　前記登録情報が、前記非セルラーページングサーバのインターネットプロトコル(IP)ア
ドレスまたはユニフォームリソースロケータ(URL)のうちの少なくとも1つを含む、請求項
12に記載の方法。
【請求項１５】
　前記登録メッセージが、前記モバイルデバイスのモビリティステータスの記述、または
非セルラーRATカバレージに対する持続時間の予測のうちの少なくとも1つを含むモビリテ
ィ情報を含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１６】
　前記登録メッセージの前記モビリティ情報に少なくとも部分的に基づいて前記モバイル
デバイスの登録を拒否するステップをさらに含む、請求項15に記載の方法。
【請求項１７】
　共通のサーバが、前記MMEと前記非セルラーページングサーバの両方を含む、請求項12
に記載の方法。
【請求項１８】
　前記モバイルデバイスに対するダウンリンクデータ通知をパケットデータネットワーク
(PDN)ゲートウェイ(PGW)またはサービングゲートウェイ(SGW)から受信するステップと、
　前記モバイルデバイスに対するページング通知を前記非セルラーページングサーバに送
信するステップとをさらに含む、請求項12に記載の方法。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　モバイルデバイスによる使用のための非セルラーページングサーバについての登録情報
をセルラーネットワーク内で前記非セルラーページングサーバからモビリティ管理エンテ
ィティ(MME)に送信するステップと、
　前記セルラーネットワークの前記MMEからのページング通知を前記非セルラーページン
グサーバにおいて受信するステップと、
前記非セルラーページングサーバからのページングメッセージを非セルラー無線アクセス
技術(RAT)を介して前記モバイルデバイスに送信するステップとを含む、方法。
【請求項２０】
　前記登録情報に少なくとも部分的に基づいて前記モバイルデバイスからの登録メッセー
ジを前記非セルラーページングサーバにおいて受信するステップと、
　前記モバイルデバイスを前記非セルラーページングサーバに登録するステップとをさら
に含む、請求項19に記載の方法。
【請求項２１】
　前記MMEをメッセージに対するターゲットとして識別する前記メッセージを、前記モバ
イルデバイスから受信するステップと、
　前記メッセージを前記非セルラーページングサーバから前記MMEに転送するステップと
をさらに含む、請求項20に記載の方法。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
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　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを含み、前記命令が、
　非セルラーページングサーバについての登録情報をセルラーネットワークを介して受信
することと、
　モバイルデバイスが非セルラー無線アクセス技術(RAT)を介して前記非セルラーページ
ングサーバからページングメッセージを受信可能であると決定することと、
　前記モバイルデバイスが前記非セルラーRATを介してページングメッセージを受信可能
であることの表示を含む登録メッセージを前記セルラーネットワークに送信することと、
　前記登録メッセージを前記セルラーネットワークに送信することに少なくとも部分的に
基づいて、前記モバイルデバイスのセルラー無線を非活性化することと、
　ページングメッセージを前記非セルラーRATを介して前記非セルラーページングサーバ
から受信することと
を行うように前記プロセッサによって実行可能である、装置。
【請求項２３】
　前記命令が、
　前記モバイルデバイスを前記非セルラーページングサーバに登録すること
を行うように前記プロセッサによって実行可能であり、
　前記モバイルデバイスが前記非セルラーRATを介して前記登録メッセージを受信可能で
あると決定する命令が、前記登録に少なくとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイス
が前記非セルラーRATを介して前記ページングメッセージを受信可能であると決定する命
令を含む、請求項22に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、2015年1月19日に出願した、「Pag
ing Over Non-Cellular and Cellular RATs」と題する、Hornらによる米国特許出願第14/
599,934号、および2014年8月22日に出願した、「Paging over Non-Cellular and Cellula
r RATs」と題する、Hornらによる米国仮特許出願第62/040,954号の優先権を主張するもの
である。
【０００２】
　本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、モバイルデバイ
スとのワイヤレス通信のための複数の同時無線アクセス技術を利用し得るシステムにおけ
るページ送信および応答に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブロー
ドキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されている。
これらのシステムは、利用可能なシステムリソース(たとえば、時間、周波数、および電
力)を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることができる多元接続
システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続(CDMA)シス
テム、時分割多元接続(TDMA)システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、および直交
周波数分割多元接続(OFDMA)システムを含む。
【０００４】
　例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、各々が複数の通信デバイスのための通
信を同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得、複数の通信デバイスは、場合によ
っては、モバイルデバイスおよび/またはユーザ機器(モバイルデバイス)として知られて
いる。基地局は、ダウンリンクチャネル(たとえば、基地局からモバイルデバイスへの送
信用)およびアップリンクチャネル(たとえば、モバイルデバイスから基地局への送信用)



(5) JP 6456478 B2 2019.1.23

10

20

30

40

50

上でモバイルデバイスと通信し得る。
【０００５】
　いくつかのワイヤレスネットワークでは、モバイルデバイスは、異なる周波数帯域を使
用して、複数の無線アクセス技術(RAT)を同時にサポートすること、および/または同じRA
Tに対して複数の異なる接続をサポートすることを可能にし得る。たとえば、モバイルデ
バイスは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)リンクとロングタームエボリュ
ーション(LTE)リンクとの上でデータを同時に送信し得る。同様に、モバイルデバイスは
、異なる周波数において動作する複数の同時LTEリンクを有し得る。特定のRATが、たとえ
ば、RATの帯域幅、および/またはワイヤレス通信を使用するために提供されているサービ
スのタイプ(たとえば、データサービス、リアルタイムオーディオストリーミング、など)
を含むいくつかの要因のうちのいずれかに基づいて、いくつかの通信に対して選択されて
よい。ネットワークがモバイルデバイスに対するサービスを開始すると、ネットワークは
、通信が始動されるべきであることを示すためにページング送信がモバイルデバイスに送
信される、ページングプロシージャを開始してよい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　説明する特徴は、一般に、異なる無線アクセス技術(RAT)に従って動作する複数のワイ
ヤレス通信ネットワークを利用し得る1つのワイヤレス通信システムにおける、ネットワ
ークとモバイルデバイスとの間のページ送信および応答のための、1つまたは複数の改善
されたシステム、方法および/または装置に関する。いくつかの例では、モバイルデバイ
スは、モバイルデバイスがページングされているサービスに関する情報を含むページ送信
を受信し得る。モバイルデバイスは、サービス情報に少なくとも部分的に基づいて、識別
されたサービスに基づくワイヤレス通信ネットワークのうちの1つまたは複数にアクセス
し得る。特定のワイヤレス通信ネットワークは、ページ送信内に含まれるネットワークの
表示に基づいて、および/またはページ送信に応答して開始されるべきサービスのタイプ
に基づくRATの優先度を示すポリシーに基づいて選択されてよい。
【０００７】
　いくつかの例では、モバイルデバイスは、デバイス上のサービス(たとえば、モバイル
デバイス上のアクティブなサービス)を識別し、ネットワークに対する登録メッセージ内
にサービスを含めることができる。追加または代替として、モバイルデバイスは、利用可
能な接続を識別して登録メッセージ内に含めてもよい。したがって、モバイルデバイスは
、ネットワークが各モバイルデバイスに対する登録プロシージャを決定するために使用し
得る、識別されたサービスおよび/または利用可能な接続を有する登録メッセージをネッ
トワークに送信し得る。
【０００８】
　いくつかの場合には、モバイルデバイスはまた、モバイルデバイスが非セルラーRATを
介してページングメッセージを受信可能であると決定し得る。この能力を有するモバイル
デバイスは、登録メッセージをネットワークに送信してその能力を示すことができる。し
たがって、そのようなモバイルデバイスは、非セルラーRATを介してセルラーデータまた
は非セルラーデータに対してページングされ得る。
【０００９】
　説明のための例の第1のセットにおいて、ワイヤレス通信のための方法が説明される。
一構成では、方法は、サービス情報を含むページ送信をモバイルデバイスにおいて受信す
るステップと、サービス情報に少なくとも部分的に基づいてワイヤレス通信に対してアク
セスするのに利用可能な複数のネットワークのうちの1つまたは複数を決定するステップ
と、その決定するステップに応答して決定されたネットワークのうちの1つまたは複数に
アクセスするステップとを含み得る。
【００１０】
　例の第1のセットによれば、ワイヤレス通信のための装置が説明される。一構成では、
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装置は、サービス情報を含むページ送信をモバイルデバイスにおいて受信するための手段
と、サービス情報に少なくとも部分的に基づいてワイヤレス通信に対してアクセスするの
に利用可能な複数のネットワークのうちの1つまたは複数を決定するための手段と、その
決定することに応答して決定されたネットワークのうちの1つまたは複数にアクセスする
ための手段とを含み得る。
【００１１】
　例の第1のセットによれば、ワイヤレス通信に対する別の装置が説明される。一構成で
は、装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶され
た命令とを含み得る。命令は、サービス情報を含むページ送信をモバイルデバイスにおい
て受信することと、サービス情報に少なくとも部分的に基づいてワイヤレス通信に対して
アクセスするのに利用可能な複数のネットワークのうちの1つまたは複数を決定すること
と、その決定することに応答して決定されたネットワークのうちの1つまたは複数にアク
セスすることとを、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００１２】
　例の第1のセットによれば、ワイヤレス通信に対するコンピュータ実行可能コードを記
憶する非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。一構成では、コードは、サービス情
報を含むページ送信をモバイルデバイスにおいて受信することと、サービス情報に少なく
とも部分的に基づいてワイヤレス通信に対してアクセスするのに利用可能な複数のネット
ワークのうちの1つまたは複数を決定することと、その決定することに応答して決定され
たネットワークのうちの1つまたは複数にアクセスすることとを、プロセッサによって実
行可能であり得る。
【００１３】
　例の第1のセットの方法、装置、および/または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの態様では、サービス情報は、ページ送信に応答して開始されるべき1つまたは複数の
サービスを示す識別子を含んでよく、決定することは、1つまたは複数のサービスに少な
くとも部分的に基づくことがある。いくつかの例では、決定することは、1つまたは複数
のサービスのサービス要件の品質に少なくとも部分的に基づくことがある。いくつかの例
では、サービス情報は、複数のネットワークのうちのどのネットワークがワイヤレス通信
に対してアクセスするかを規定するポリシーへのインデックスを含むことがある。複数の
例において、複数の利用可能なネットワークが、2つ以上の異なるRATを介してワイヤレス
通信を提供し、ポリシーが、RAT優先度に基づいてRATにアクセスする順序を与えることが
ある。いくつかの例では、インデックスは、RATにアクセスする順序における位置を示す
ことがあり、および/またはポリシーは、ページ送信に基づいて禁止されている1つまたは
複数のRATを示すことがある。
【００１４】
　例の第1のセットの方法、装置、および/または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの態様では、ページング応答が、受信されたページ送信に応答して送信されてよい。ペ
ージング応答は、たとえば、ページ送信を供給したネットワークとは異なるネットワーク
を使用して送信されてもよい。いくつかの例では、送信するステップは、ページング応答
を送信するためのRATを示すポリシーに少なくとも部分的に基づいてページング応答を送
信するために、複数の利用可能なネットワークのうちのどのネットワークが使用されるべ
きかを決定するステップを含んでよい。いくつかの例では、ページング応答は、ページ送
信を供給したネットワークにトンネリングされてもよい。
【００１５】
　例の第1のセットの方法、装置、および/または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの態様では、ページ送信は、ページング応答を送信するためのRATのアクセス表示を含
んでよく、複数の利用可能なネットワークのうちの1つまたは複数が異なるRATを提供する
との決定がなされてよく、ページング応答を送信するために複数の利用可能なネットワー
クのうちのどのネットワークが使用されるべきかは、ページング応答を送信するためのポ
リシーに少なくとも部分的に基づくことがある。アクセス表示は、たとえば、ページ送信
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に応答して開始されるべき1つまたは複数のサービスを示すサービス識別子を含むことが
ある。いくつかの例では、アクセス表示は、ページング応答において使用するためのRAT
または周波数の表示を含むことがある。いくつかの例では、アクセス表示は、ネットワー
ク識別子を含むことがある。いくつかの例では、ポリシーは、サービス情報に基づいて応
答をページングするのに利用可能なRATのリストを含むことがある。いくつかの例では、
ポリシーは、たとえばシステム情報ブロック(SIB)におけるブロードキャストメッセージ
の一部として受信さることがある。
【００１６】
　例の第1のセットの方法、装置、および/または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの態様では、ポリシーは、ページの一部として受信されてよく、アクセス表示に基づい
てポリシーを適用するかどうかの決定がなされてよい。いくつかの例では、アクセス表示
は、ポリシーを無効にするための表示を含むことがある。他の例では、アクセス表示がポ
リシーを無効にすることをポリシーが許可するかどうかの決定がなされることがあり、ペ
ージ送信に対する応答は、アクセス表示がポリシーを無効にすることをポリシーが許可す
るときを示すアクセス表示に基づいてよく、アクセス表示がポリシーを無効にすることを
ポリシーが許可しないときを示すポリシーに基づいてもよい。
【００１７】
　説明のための例の第2のセットにおいて、ワイヤレス通信のための方法が説明される。
一構成では、方法は、モバイルデバイスを用いて開始されるべきサービスを決定するステ
ップと、サービスを提供するのに好適な複数の利用可能なRATのうちの1つまたは複数を決
定するステップと、複数のRATのうちの1つまたは複数のうちのどのRATが、サービスを開
始するためにモバイルデバイスによって使用されるべきかを示すサービス情報を含むペー
ジ送信をモバイルデバイスに送信するステップとを含んでよい。
【００１８】
　例の第2のセットによれば、ワイヤレス通信のための装置が説明される。一構成では、
装置は、モバイルデバイスを用いて開始されるべきサービスを決定するための手段と、サ
ービスを提供するのに好適な複数の利用可能なRATのうちの1つまたは複数を決定するため
の手段と、複数のRATのうちの1つまたは複数のうちのどのRATが、サービスを開始するた
めにモバイルデバイスによって使用されるべきかを示すサービス情報を含むページ送信を
モバイルデバイスに送信するための手段とを含んでよい。
【００１９】
　例の第2のセットによれば、ワイヤレス通信のための装置が説明される。一構成では、
装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命
令とを含んでよい。命令は、モバイルデバイスを用いて開始されるべきサービスを決定す
ることと、サービスを提供するのに好適な複数の利用可能なRATのうちの1つまたは複数を
決定することと、複数のRATのうちの1つまたは複数のうちのどのRATが、サービスを開始
するためにモバイルデバイスによって使用されるべきかを示すサービス情報を含むページ
送信をモバイルデバイスに送信することとを、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００２０】
　例の第2のセットによれば、ワイヤレス通信に対するコンピュータ実行可能コードを記
憶する非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。一構成では、コードは、モバイルデ
バイスを用いて開始されるべきサービスを決定することと、サービスを提供するのに好適
な複数の利用可能なRATのうちの1つまたは複数を決定することと、複数のRATのうちの1つ
または複数のうちのどのRATが、サービスを開始するためにモバイルデバイスによって使
用されるべきかを示すサービス情報を含むページ送信をモバイルデバイスに送信すること
とを、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００２１】
　例の第1のセットの方法、装置、および/または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの態様では、サービス情報は、複数のRATのうちのどのRATをワイヤレス通信のために使
用するかを規定するポリシーへのインデックスを含んでよい。一例では、ポリシーは、RA
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T優先度に基づいてRATにアクセスするための順序を提供することがある。いくつかの例で
は、ポリシーは、SIB内で送信されることがある。いくつかの例では、サービス情報は、
ダウンリンクデータ通知メッセージ内で送信されることがある。
【００２２】
　上記では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本開示に
よる例の特徴および技術的利点についてかなり広く概説した。以下で、追加の特徴および
利点について説明する。開示する概念および特定の例は、本開示の同じ目的を実行するた
めに他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等
価な構造は、添付の特許請求の範囲の範囲から逸脱しない。本明細書で開示する概念の特
性、それらの編成と動作方法の両方は、添付の図とともに検討されると、関連する利点と
ともに以下の説明からより良く理解されよう。図の各々は、特許請求の範囲の限界を定め
るものとしてではなく、例示および説明のみの目的で与えられる。
【００２３】
　本発明の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによって実現さ
れ得る。添付の図面では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有し得る。さ
らに、同じタイプの様々な構成要素は、同様の構成要素を区別するダッシュおよび第2の
符号を参照符号に続けることによって区別され得る。第1の参照符号だけが本明細書で使
用される場合、説明は、第2の参照符号にかかわらず、同じ第1の参照符号を有する同様の
構成要素のうちのいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムのブロック図である。
【図２】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムおよび関連するネットワー
ク要素のブロック図である。
【図３】本開示の様々な態様による、マルチモードモバイルデバイスが複数の無線アクセ
ス技術を使用して通信し得るワイヤレス通信システムのブロック図である。
【図４】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置の
ブロック図である。
【図５】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置の
ブロック図である。
【図６】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフローチ
ャートである。
【図７】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフローチ
ャートである。
【図８】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置の
ブロック図である。
【図９】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置の
ブロック図である。
【図１０】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図１１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のためのページ送信およびページ
ング応答コールフローの一例を示すメッセージフロー図である。
【図１２】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置
のブロック図である。
【図１３】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図１４】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置
のブロック図である。
【図１５】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
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【図１６】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置
のブロック図である。
【図１７】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図１８】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの様々なノード間の通信
の一例を示すメッセージフロー図である。
【図１９】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置
のブロック図である。
【図２０】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図２１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置
のブロック図である。
【図２２】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図２３】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信を示すメッセージフロー図である
。
【図２４】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するためのシステムのブロ
ック図である。
【図２５】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するためのシステムのブロ
ック図である。
【図２６】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図２７】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図２８】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図２９】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図３０】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図３１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
【図３２】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本明細書で説明する様々な例は、複数のRATを利用し得るワイヤレス通信システムにお
いて効率的なページングおよびネットワークアクセスを提供する。様々な既存のネットワ
ーク展開によれば、モバイルデバイスがページングされると、モバイルデバイスは、ペー
ジ送信を生じたネットワークにアクセスする。ページに応答して開始されるべきサービス
のタイプに基づいて、ページ送信を生じたネットワークは、1つまたは複数の要因(たとえ
ば、モバイルデバイス能力、RATの利用可能性、サービス要件の品質、など)に基づいて、
異なるRATを介してサービスを開始するためにモバイルデバイスをリダイレクトすること
がある。様々な例によれば、ワイヤレス通信システムの効率は、ページ要求を送信したネ
ットワーク以外の利用可能なネットワークにモバイルデバイスによって直接アクセスする
ことによって向上されることがある。他の例では、非セルラーRATが、ページ送信をモバ
イルデバイスに送信するために使用されてもよい。
【００２６】
　いくつかの例では、モバイルデバイスは、モバイルデバイスがページングされているサ
ービスに関する情報を含むページ送信を受信してよい。モバイルデバイスは、モバイルデ
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バイスがページングされているサービスのタイプに基づいてRATの優先度を記述するポリ
シーを提供されてよい。サービス情報に少なくとも部分的に基づいて、モバイルデバイス
は、識別されたサービスに基づいておよび/またはポリシーに基づいてワイヤレス通信ネ
ットワークのうちの1つまたは複数にアクセスしてよい。いくつかの例では、ページ送信
は、ページング応答および/またはポリシーへのインデックスに対して使用されるべきRAT
の表示を含むことがある。いくつかの例では、ページ送信を送信する基地局は、ページに
応答してアクセスされるべき特定のネットワークの識別子を含むことがある。そのような
決定は、モバイルデバイスがページングされているサービスのタイプに基づいてRATの優
先度を識別するネットワークアクセスに対するポリシーに基づいて、基地局によってなさ
れてよい。
【００２７】
　いくつかの例では、ネットワークは、各モバイルデバイスにおけるサービスおよび/ま
たは利用可能な接続に基づいて登録プロシージャを決定してよい。たとえば、モバイルデ
バイスは、サービスもしくは利用可能な接続、または両方を識別して、ネットワークに送
信される登録メッセージ内に含めてもよい。識別されたサービスおよび/または利用可能
な接続は、そのようなサービスおよび/または接続のセットから選択されてよい。サービ
スおよび利用可能な接続は、モバイルデバイスが登録するために探索しているネットワー
クに関連付けられるサービスまたは利用可能な接続のセットから識別されてよい。いくつ
かの例では、モバイルデバイスは、報告するポリシーまたはユーザ表示に従って、サービ
スおよび/または利用可能な接続を識別し、それに応じて、モバイルデバイスは、登録メ
ッセージを送信する。ネットワークはまた、更新された登録メッセージを提供するかどう
か、およびどれほどの頻度で提供するかを、モバイルデバイスに示すことがある。登録プ
ロシージャは、ページングサイクル、モバイルデバイスが登録し得るトラッキングエリア
、モバイルデバイスが登録し得るセルの数などを伴うことがある。
【００２８】
　追加または代替として、モバイルデバイスは、非セルラーRATを介してページングされ
てよい。モバイルデバイスは、モバイルデバイスが、非セルラーRATを介してページング
メッセージを受信可能であると決定し、そのことの表示をネットワーク(たとえば、セル
ラーネットワーク)に送信してよい。ネットワークに、および非セルラーRATの非セルラー
ページングサーバ(NCPS)に登録すると、モバイルデバイスは、非セルラーRATを介してペ
ージングメッセージを受信し得る。
【００２９】
　本明細書で説明する技法は、セルラーワイヤレスシステム、ピアツーピアワイヤレス通
信、ワイヤレスローカルアクセスネットワーク(WLANまたはWiFiネットワーク)、アドホッ
クネットワーク、衛星通信システム、および他のシステムなど、様々なワイヤレス通信シ
ステムのために使用され得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しば
しば互換的に使用される。これらのワイヤレス通信システムは、符号分割多元接続(CDMA)
、時分割多元接続(TDMA)、周波数分割多元接続(FDMA)、直交FDMA(OFDMA)、シングルキャ
リアFDMA(SC-FDMA)、および/または他の無線技術など、様々な無線通信技術を使用し得る
。様々な例によれば、RATは、1つまたは複数の無線通信技術の標準化された実装形態に従
って行われるワイヤレス通信を指す。RATを実装するワイヤレス通信システムまたはネッ
トワークは、無線アクセスネットワーク(RAN)と呼ばれることもある。
【００３０】
　本明細書で説明する技法は、CDMA、TDMA、FDMA、OFDMA、SC-FDMA、および他のシステム
のような様々なワイヤレス通信システムのために使用されてよい。たとえば、CDMA技法を
使用するRATには、CDMA2000、ユニバーサル地上無線アクセス(UTRA)などがある。CDMA200
0は、IS-2000、IS-95、およびIS-856の規格をカバーする。IS-2000リリース0およびAは、
一般に、CDMA2000 1X、1Xなどと呼ばれる。IS-856(TIA-856)は、一般に、CDMA2000 1xEV-
DO、高速パケットデータ(HRPD)などと呼ばれる。UTRAは、広帯域CDMA(WCDMA（登録商標）
)およびCDMAの他の変形態を含む。TDMAシステムの例には、モバイル通信用グローバルシ
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ステム(GSM（登録商標）)の様々な実装形態がある。OFDMおよび/またはOFDMAを使用する
無線アクセス技術の例には、ウルトラモバイルブロードバンド(UMB)、発展型UTRA(E-UTRA
)、IEEE802.11(Wi-Fi)、IEEE802.16(WiMAX)、IEEE802.20、Flash-OFDMなどがある。UTRA
およびE-UTRAは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム(UMTS:Universa
l Mobile Telecommunication System)の一部である。3GPPロングタームエボリューション
(LTE:Long Term Evolution)およびLTEアドバンスト(LTE-A:LTE-Advanced)は、E-UTRAを使
用するUMTSの新しいリリースである。UTRA、E-UTRA、UMTS、LTE、LTE-A、およびGSM（登
録商標）は、「第3世代パートナーシッププロジェクト」(3GPP)という名称の組織からの
文書に記載されている。CDMA2000およびUMBは、「第3世代パートナーシッププロジェクト
2(3GPP2:3rd Generation Partnership Project 2)」という名称の組織からの文書に記載
されている。本明細書で説明した技法は、上述のシステムおよび無線技術、ならびに他の
システムおよび無線技術に使用されてよい。
【００３１】
　以下の説明は、例を提供し、特許請求の範囲に記載の範囲、適用性、または例を限定す
るものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、論じられる要素の機能および構成
において変更が行われてもよい。種々の例は、必要に応じて、種々の手順もしくは構成要
素を省略、置換、または追加することができる。たとえば、説明する方法は、説明する順
序とは異なる順序で実行されてもよく、種々のステップが追加、省略、または組み合わさ
れてもよい。また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の例において組み合わされ
てもよい。
【００３２】
　本明細書および特許請求の範囲で使用されるように、「ページングメッセージ」、「ペ
ージメッセージ」、「ページング送信」および「ページ送信」という用語は、互換性を有
する。
【００３３】
　図1は、本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システム100のブロック図を示す。ワ
イヤレス通信システム100は、基地局105、モバイルデバイス115、およびコアネットワー
ク130を含む。コアネットワーク130は、ユーザ認証、アクセス許可、トラッキング、イン
ターネットプロトコル(IP)接続、および他のアクセス機能、ルーティング機能、またはモ
ビリティ機能を提供し得る。基地局105は、バックホールリンク132(たとえば、S1、など)
を介してコアネットワーク130とインターフェースし、モバイルデバイス115との通信のた
めの無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コントローラ(図示
せず)の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局105は、ワイヤードまたはワイヤレス
通信リンクであり得るバックホールリンク134(たとえば、X1、など)を介して、直接的に
、または(たとえば、コアネットワーク130を介して)間接的に、のいずれかで互いに通信
し得る。
【００３４】
　基地局105は、1つまたは複数の基地局アンテナを介してモバイルデバイス115とワイヤ
レス通信し得る。基地局105サイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア110に通
信カバレージを与え得る。以下で説明するように、いくつかのカバレージエリアは、モバ
イルデバイス115がページングされ得るトラッキングエリア(TA)を編成することができる
。いくつかの例では、基地局105は、トランシーバ基地局、無線基地局、アクセスポイン
ト、無線トランシーバ、ノードB、eノードB(eNB)、ホームノードB、ホームeノードB、ま
たは何らかの他の適切な用語で呼ばれることがある。基地局105の地理的カバレージエリ
ア110は、カバレージエリアの単に一部を構成するセクタ(図示せず)に分割され得る。ワ
イヤレス通信システム100は、異なるタイプの基地局105(たとえば、マクロセル基地局お
よび/またはスモールセル基地局)を含むことがある。異なる技術のための重複する地理的
カバレージエリア110があり得る。いくつかの展開では、いくつかの基地局105は第1のRAT
に従って動作し、一方、他の基地局105は第2のRATに従って動作することがある。異なるR
ATは、たとえば、LTE/LTE-A技術、CDMA技術、および/またはIEEE802.11(たとえば、WiFi
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ネットワーク)または他のネットワーク通信プロトコルに従って動作し得るワイヤレスロ
ーカルエリアネットワーク(WLAN)技術を含むことがある。いくつかの例では、モバイルデ
バイス115は、複数のRATにわたってページングされることがある。
【００３５】
　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム100は、IEEE802.11ネットワークなど、1つ
または複数のWLANまたはWiFiネットワークを含む。WLANネットワークは、1つまたは複数
のアクセスポイント(AP)135を含み得る。上記のように、モバイルデバイス115は、異なる
RATを使用して動作する無線アクセスネットワーク(RAN)に接続可能であり得る。図1の例
では、モバイルデバイス115は、WLAN AP135を介してWLANネットワークにアクセスし得る
。各WLAN AP135は、カバレージエリア140を有してよく、それによってそのエリア内のモ
バイルデバイス115は、一般的に、WLAN AP135と通信することができる。WLANネットワー
クに言及するとき、モバイルデバイス115は、ワイヤレス局、局(STA)、または移動局(MS)
と呼ばれることがある。図1に示していないが、モバイルデバイス115は、2つ以上のWLAN 
AP135によってカバーされてよく、したがって、どのWLAN AP135がより好適な接続を提供
するかに応じて、異なる時間に異なるAPと関係づけることができる。WLAN AP135および関
連する局のセットは、基本サービスセット(BSS)と呼ばれることがある。拡張サービスセ
ットは接続されたBSSのセットであり、配信システム(DS)(図示せず)は拡張サービスセッ
ト内でAPを接続するために使用される。
【００３６】
　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム100は、異なるRATを使用して1つまたは複
数の他のネットワークと同時に動作するように構成されたLTE/LTE-Aネットワークを含む
。LTE/LTE-Aネットワークでは、発展型ノードB(eNB)という用語は、一般に基地局105を表
すために使用され得るが、ユーザ機器(UE)という用語は、一般にモバイルデバイス115を
表すために使用され得る。ワイヤレス通信システム100は、異なるタイプの基地局が様々
な地理的領域にカバレージを提供する、異種LTE/LTE-Aネットワークであり得る。たとえ
ば、各基地局105は、マクロセル、スモールセル、および/または他のタイプのセルのため
の通信カバレージを提供し得る。「セル」という用語は、文脈に応じて、基地局、基地局
に関連付けられたキャリアもしくはコンポーネントキャリア、またはキャリアもしくは基
地局のカバレージエリア(たとえば、セクタなど)を表すために使用され得る3GPP用語であ
る。
【００３７】
　マクロセルは、一般に、比較的大きい地理的エリア(たとえば、半径数キロメートル)を
カバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているモバイルデバイスによる無
制限アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較すると、マクロセルと
同じまたはマクロセルとは異なる(たとえば、認可、無認可など)周波数帯域で動作し得る
低電力基地局である。スモールセルは、様々な例によるピコセル、フェムトセル、および
マイクロセルを含み得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、ネット
ワークプロバイダのサービスに加入しているモバイルデバイスによる無制限アクセスを可
能にし得る。フェムトセルもまた、比較的小さい地理的エリア(たとえば、自宅)をカバー
し得、フェムトセルとの関連を有するモバイルデバイス(たとえば、限定加入者グループ(
CSG)内のモバイルデバイス、自宅内のユーザのためのモバイルデバイスなど)による限定
アクセスを提供し得る。マクロセル用の基地局は、マクロ基地局と呼ばれることがある。
スモールセル用の基地局は、スモールセル基地局、ピコ基地局、フェムト基地局またはホ
ーム基地局と呼ばれることがある。基地局は、1つまたは複数(たとえば、2つ、3つ、4つ
など)のセル(たとえば、コンポーネントキャリア)をサポートし得る。
【００３８】
　ワイヤレス通信システム100は、同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動
作では、基地局は、同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は、時
間的にほぼ整合され得る。非同期動作では、基地局は、異なるフレームタイミングを有し
得、異なる基地局からの送信は、時間的に整合されない場合がある。本明細書で説明する
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技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【００３９】
　様々な開示された例のいくつかを収容することができる通信ネットワークは、階層化プ
ロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークである可能性がある。ユ
ーザプレーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル(PDCP)レイ
ヤにおける通信は、IPベースである可能性がある。無線リンク制御(RLC)レイヤは、論理
チャネルを介して通信するためにパケットセグメンテーションおよび再構成を実施するこ
とができる。媒体アクセス制御(MAC)レイヤは、優先権処理および論理チャネルのトラン
スポートチャネルへの多重化を実施することができる。MACレイヤは、リンク効率を改善
するためにMACレイヤにおける再伝送を提供するのにハイブリッドARQ(HARQ)を使用するこ
ともできる。制御プレーンでは、無線リソース制御(RRC)プロトコルレイヤは、モバイル
デバイス115と、基地局105またはユーザプレーンのための無線ベアラをサポートするコア
ネットワーク130との間のRRC接続の確立、構成、およびメンテナンスを提供し得る。物理
レイヤ(PHY)では、トランスポートチャネルは、物理チャネルにマッピングされ得る。
【００４０】
　モバイルデバイス115は、ワイヤレス通信システム100全体にわたって分散され、各モバ
イルデバイス115は固定または可搬型であり得る。モバイルデバイス115はまた、ユーザ機
器(UE)、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモート
ユニット、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル
加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット
、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、もしくは何らかの他の適
切な用語のものを含むか、または当業者によってこれらの用語で呼ばれる場合がある。モ
バイルデバイス115は、セルラーフォン、携帯情報端末(PDA)、ワイヤレスモデム、ワイヤ
レス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコン
ピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ(WLL)局などであり得る。モバ
イルデバイスは、様々なタイプの基地局、およびマクロ基地局、スモールセル基地局、中
継基地局などを含むネットワーク機器と通信することが可能であり得る。
【００４１】
　ワイヤレス通信システム100内に示される通信リンク125は、モバイルデバイス115から
基地局105へのアップリンク(UL)送信、および/または基地局105からモバイルデバイス115
へのダウンリンク(DL)送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれる
こともあり、一方、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。各通信
リンク125は、1つまたは複数のキャリアを含んでよく、各キャリアは、上記で説明した様
々な無線技術に従って変調される複数のサブキャリア(たとえば、異なる周波数の波形信
号)から編成される信号であってよい。各被変調信号は、異なるサブキャリア上で送信さ
れてよく、制御情報(たとえば、基準信号、制御チャネル、など)、オーバーヘッド情報、
ユーザデータなどを搬送し得る。通信リンク125は、FDD動作(たとえば、対のスペクトル
リソースを使用する)またはTDD動作(たとえば、不対のスペクトルリソースを使用する)を
使用して双方向通信を送信してよい。FDD(たとえば、フレーム構造タイプ1)およびTDD(た
とえば、フレーム構造タイプ2)に対するフレーム構造が、規定され得る。通信リンク125
は、トラッキングエリア更新(TAU)更新要求メッセージ、ページングメッセージなどを含
む、ページングに関連する様々な通信のために使用されてよい。
【００４２】
　ワイヤレス通信システム100のいくつかの例では、基地局105および/またはモバイルデ
バイス115は、異なるRATに従って動作するネットワークと通信するための複数のアンテナ
および/または複数のトランシーバを含むことがある。追加または代替として、基地局105
および/またはモバイルデバイス115は、同じまたは異なるコード化データを搬送する複数
の空間レイヤを送信するためにマルチパス環境を活用し得る多入力多出力(MIMO)技法を利
用することがある。
【００４３】
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　さらに、上述のように、モバイルデバイス115はマルチモードデバイスであってよく、
異なるRATとの接続を同時にサポートすることが可能であり得る。たとえば、モバイルデ
バイス115は、たとえばLTE基地局105とWLAN AP135の両方との通信を同時に送信および受
信することなど、同時無線リンクを確立および維持することが可能であり得る。いくつか
の展開では、ワイヤレス通信システム100は、パケットまたはベアラのレベルにおいて複
数の同時RATにわたって通信を管理するように構成されてよい。パケットレベルの動作に
対して、単一のRLCレイヤが、LTEとWLAN RATの両方にわたるなど、異なるRATにわたって
送信されるべきパケットを提供するモバイルデバイス115に対して維持されることがある
。ベアラレベル動作では、モバイルデバイス115のために確立された個別のベアラが、LTE
またはWLANネットワークのいずれかなど、異なるRATに割り当てられてよく、ベアラは、
それらの割り当てられたリンクに対してパケットを提供し得る。いくつかの例では、RAT
基地局/アクセスポイントは、コロケートされてよい。たとえば、1つまたは複数のLTE基
地局105は、1つまたは複数のWLAN AP135とコロケートされてよい。
【００４４】
　図2は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム200および関連するネット
ワーク要素のブロック図を示す。ワイヤレス通信システム200は、たとえば、重複するカ
バレージエリアを有する1つまたは複数のLTE/LTE-Aネットワークおよび1つまたは複数のW
LANネットワークなど、複数のRATを利用する複数のRANを含んでよい。LTE/LTE-Aネットワ
ークは、第1のRANを編成するコアネットワーク230(発展型パケットコア(EPC)と呼ばれる)
と、1つまたは複数の基地局205、205-aとを含んでよい。WLANネットワークは、第2のRAN
を編成する1つまたは複数のWLAN AP235を含んでよい。
【００４５】
　モバイルデバイス215、215-aは、LTE/LTE-AネットワークまたはWLANネットワークを介
してパケットデータネットワーク(PDN)250と通信可能であり得る。PDN250は、インターネ
ット、イントラネット、IPマルチメディアサブシステム(IMS)、パケット交換(PS)ストリ
ーミングサービス(PSS)、および/または他のタイプのPDNを含んでよい。
【００４６】
　発展型パケットコア(EPC)230は、いくつかのモビリティ管理エンティティ/サービング
ゲートウェイ(MME/SGW)ノード240と、いくつかのパケットデータネットワーク(PDN)ゲー
トウェイ(PDN-GW)/発展型パケットデータゲートウェイ(ePDG)245とを含んでよい。MME/SG
Wノード240の各々は、3GPP機関によって規格化された発展型パケットシステム(EPS)アー
キテクチャによって定義されるように、モバイル管理エンティティ(MME)とサービングゲ
ートウェイ(SGW)の両方を実装し得る。代替として、MMEおよびSGWは、別々のデバイスに
よって実装されてもよい。MMEは、基地局105とコアネットワーク230との間のシグナリン
グを処理する制御ノードであってよい。一般に、MMEは、HSS255に関連するベアラおよび
接続管理を提供し得る。HSS255は、ユーザ関連情報と加入者関連情報とを含むデータベー
スである。HSS255はまた、モビリティ管理、コールおよびセッションセットアップ、ユー
ザ認証、ならびにアクセス許可におけるサポート機能を提供する。したがって、MMEは、
アイドルモードのモバイルデバイスのトラッキングおよびページングと、ベアラ活性化お
よび非活性化と、モバイルデバイス215に対するSGW選択との役目を果たすことができる。
加えて、MMEは、モバイルデバイス215を認証し、モバイルデバイス215との非アクセス層(
NAS)シグナリングを実施することができる。
【００４７】
　モバイルデバイス215-aは、リンク225-aを介する基地局205-aとの通信、およびリンク2
25-bを介するWLAN AP235との通信の同時通信が可能なマルチモードモバイルデバイスであ
ってよい。いくつかの例では、モバイルデバイス215-aは、リンク225-aを介して信号を受
信し、リンク225-bを介して送信を開始することがある。いくつかの場合には、モバイル
デバイス215-aは、サービスを開始するために、リンク225-aを介してページ送信を受信す
ることがある。開始されるべきサービスのタイプに応じて、モバイルデバイス215-aは、L
TE/LTE-Aネットワークを使用して、またはWLAN AP235を介するWLANを使用して通信を開始
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することができる。いくつかの例では、ページ送信は、MME/SGWノード240によって開始さ
れてよく、基地局205-aか、または非セルラーページングサーバ(NCPS)260、PDN250および
WLAN AP235かのいずれかを介してモバイルデバイス215-aに送信されてよい。いくつかの
例では、NCPS260は、MME/SGWノード240とコロケートされてよい。
【００４８】
　モバイルデバイス215のロケーションは正確には(たとえば、セルレベルで)知られてい
ないので、モバイルデバイス215は、トラッキングエリア(TA)内でページングされるため
に登録することができ、TAは、いくつかのセルの地理的カバレージエリア110(図1)を含ん
でよく、それらのセルは、MME/SGWノード240によって制御され得る。したがって、モバイ
ルデバイス215が、アイドルモードにおいてトラッキングエリア内を移動するにつれて、
モバイルデバイス215は、ダウンリンク通信が利用可能であるときにコアネットワーク230
によってTA内のどこかでページングされ得る。
【００４９】
　いくつかのLTE/LTE-Aシステム内を含むいくつかの場合には、モバイルデバイス215は、
MME/SGWノード240に登録することを要求されることがあり、たとえば、モバイルデバイス
215は、それらのデバイスが位置するトラッキングエリアについて更新された情報を送信
することを要求されることがある。登録エリアおよびページングエリアは、同じであって
もよい。他の例では、モバイルデバイス215をどこでページングするかを決定するステッ
プは、MME依存であってよいので、MME/SGWノード240は、登録エリア全体にわたってモバ
イルデバイス215をページングする必要はなく、実装依存の最適化が、ワイヤレス通信シ
ステム200内で利用されてよい。
【００５０】
　いくつかの例では、モバイルデバイス215は、モバイルデバイス215に関連するまたはモ
バイルデバイス215をページングするのに必要な情報を有するMME/SGWノード240から更新
、すなわちTAUを受信するために、トラッキングエリア更新(TAU)要求を送信してよく、TA
Uは登録メッセージとも呼ばれる。たとえば、サービングセルによって受信されたシステ
ム情報(たとえば、SIB 1)内で公表された現在のトラッキングエリアまたはセルIDが、前
のTAU内のコアネットワーク230から受信されたTAおよびセルIDのリスト内にない場合、モ
バイルデバイス215は、登録すること(たとえば、TAU要求を送信すること)を要求されるこ
とがある。追加または代替として、モバイルデバイス215は、モバイルデバイス215におけ
るTAUタイマーが満了した場合に、登録メッセージを送信することをコアネットワーク230
によって要求されることがある。いくつかの場合には、たとえば、MME/SGWノード240は、
単一のセルにおいてのみモバイルデバイスをページングし得るので、モバイルデバイス21
5が、新しいセルにキャンプオンすることを再選択するとき、モバイルデバイス215は、登
録することを要求されることがある。代替として、たとえば、MME/SGWノード240は、多く
のセルにおいてモバイルデバイスをページングし得るので、モバイルデバイス215が、新
しいセルにキャンプオンすることを再選択するとき、モバイルデバイス215は、登録する
ことを要求されない。
【００５１】
　いくつかの例では、アイドル状態にあるモバイルデバイス215は、そのデバイスが現在
の登録されているTAのすべてのセル内にページングされる。モバイルデバイスは、複数の
TA内に登録されてよく、TAU更新承認メッセージ内の、コアネットワーク230から受信され
た複数のTAリストを参照してもよい。モバイルデバイス215が登録されているTAリスト内
のすべてのTAおよびセルIDは、同じMME/SGWノード240によってサービスされ得る。モバイ
ルデバイス215のトラッキングエリア識別情報(TAI)は、モバイル国コード(MCC)、モバイ
ルネットワークコード(MNC)、および/またはトラッキングエリアコード(TAC)から構築さ
れてよい。
【００５２】
　異なるTAおよび/または重複するTAの中で登録するために、異なるモバイルデバイス215
を要求することがある。なぜならば、MME/SGWノード240は、異なるTAおよび/または重複
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するTAの中で異なるモバイルデバイス215をページングする必要があることがあるからで
ある。他の例では、モバイルデバイス215が、WLANを含む、異なるRATの新しいセルにキャ
ンプオンすることを再選択するとき、モバイルデバイス215は、登録することを要求され
ないことがある。なぜならば、MME/SGWノード240は、たとえばNCPS260とともに、RATにわ
たってモバイルデバイス215をページングし得るからである。加えて、固定デバイスを含
む、いくつかのモバイルデバイス215は、再登録することを要求されない。なぜならば、
それらのデバイスのロケーションは、MME/SGWノード240によって推定され得るからである
。
【００５３】
　しかしながら、いくつかの場合には、たとえば、モバイルデバイス215および/またはア
クセスに利用可能なネットワーク上でアクティブな異種サービスの存在を考慮して、アイ
ドル状態にある特定のモバイルデバイス215に対して利用可能なTAUの数およびページング
構成を最適化することが、有用であることがある。モバイルデバイス215は、この点につ
いて何らかの支援を提供し得、TAU要求メッセージ(たとえば、登録メッセージ)は、モバ
イルデバイス215が最後に訪れたTAを含み得る。これは、モバイルデバイス215がどこから
来たかをMME/SGWノード240が決定するのに有用であり得るが、モバイルデバイス215が他
のRATに対してどこにあるかを大まかに知ることは、モバイルデバイス215が、TAU要求を
送信するために必要な周波数を最小化することにおいてより有用であり得る。加えて、MM
E/SGWノード240は、アクティブなPDN250接続(たとえば、各PDN250に対する専用のおよび
デフォルトのベアラ)を知り得るが、MME/SGWノード240は、モバイルデバイス215からの追
加の情報が不在のPDN250に関連する実際のサービスを、常に知っているとは限らない。し
たがって、モバイルデバイス215は、MME/SGWノード240が登録プロシージャを改善するの
を支援するために、アクティブなサービス(たとえば、うまく機能するためにネットワー
クサポートを必要とすることがあるモバイルデバイス上で作動中のサービスまたはアプリ
ケーション)および/または利用可能な接続(たとえば、RAT)の表示を提供することがある
。たとえば、MME/SGWノード240は、そのような情報を使用して、どれほどの頻度で、モバ
イルデバイス215をページングするか、および/またはどこでページにアクセスするかをモ
バイルデバイス215に示すかを決定することができる。
【００５４】
　モバイルデバイス215はまた、モバイルデバイス215の近傍または経路上のセルを示すた
めに、TAまたはセルIDのリストを提供することがある。いくつかの例では、モバイルデバ
イス215はまた、モバイルデバイス215のモビリティおよび特定の接続の持続時間を同様に
示し得る、以下で説明するコンテキストを提供することがある。
【００５５】
　以下で説明するように、MME/SGWノード240は、モバイルデバイス215においてアクティ
ブなサービスおよび利用可能な接続に関する情報をモバイルデバイス215から受信するこ
とによって、登録およびページングプロシージャを改善し得る。MME/SGWノード240は、TA
表示リスト(たとえば、ページをリッスンする場所のモバイルデバイス215に対する方向)
についてのそのような情報を使用して、周期的TAUタイマーを設定すること、および/また
はページング間欠受信(DRX)サイクルを決定することをモバイルデバイス215に行わせるこ
とができる。
【００５６】
　いくつかの場合には、WLAN(たとえば、WiFi)を含む複数のRATを介して、また他の非セ
ルラー技術を介してモバイルデバイスのページングを可能にすることが望ましいことがあ
る。非セルラー技術を介したページングは、モバイルデバイス215が非セルラーRATを介し
てページングされているときをモバイルデバイス215が検出するように、コアネットワー
ク230が、情報をモバイルデバイス215に配信可能であることを要求することがある。多く
のシステムでは、非セルラー技術に対するページング機構は、規定されていない。しかし
、ページングは、ユーザプレーンを介して(たとえば、IPトラフィック利用して)提供され
得る。IPトラフィックを利用することで、コアネットワーク230が取り組むべき付加的な
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課題がもたらされるが、以下で説明するように、そのような課題は、回避可能である。た
とえば、WLAN AP235がネットワークアドレス変換(NAT)の後ろにある場合、NATは、非セル
ラーページングに対する障害になり得るが、本明細書で説明するツールは、そのような課
題を回避する方法を提供する。加えて、以下で説明する技法は、モバイルデバイス215がW
LAN AP235の間を移動するときに、モバイルデバイス215をトラッキングすることに関連す
る課題に対処する。モバイルデバイス215が、様々なWLAN AP235のカバレージエリア110の
間を移動するときに、NCPS260は、モバイルデバイス215との通信と、モバイルデバイス21
5のトラッキングの両方を容易にする。
【００５７】
　図3は、本開示の様々な態様による、マルチモードモバイルデバイス315が複数のRATを
使用して通信し得るワイヤレス通信システム300のブロック図を示す。モバイルデバイス3
15は、図1および/または図2のモバイルデバイス115および/または215の一例であり得る。
図3の例では、モバイルデバイス315は、複数のRATモジュール、RATモジュールA 330およ
びRATモジュールB 340を有するマルチモードデバイスであり得る。様々な例によれば、RA
TモジュールA 330は、リンク325-aを介してRAT A基地局/AP305と通信するために使用され
得る。モバイルデバイス315はまた、リンク325-bおよびRATモジュールB 340を介してRAT 
B基地局/AP335と通信し得る。この例のモバイルデバイス315はまた、利用可能なRATを決
定し、利用可能なRATのうちのどれが、ワイヤレス通信に使用され得るかを選択し得るRAT
選択モジュール345を含む。
【００５８】
　様々なワイヤレス通信プロトコルに従って、モバイルデバイス315などのモバイルデバ
イスは、基地局/AP305、335など、1つまたは複数のサービング基地局および/またはアク
セスポイントに登録して、基地局/AP305、335など、1つまたは複数の基地局および/また
はアクセスポイントを介して送信されたページを受信することができる。いくつかの例で
は、RAT A基地局/AP305は、LTE/LTE-Aネットワーク内のeNBであってよく、モバイルデバ
イス315は、トラッキングエリア更新(TAU)を実行して、RAT A基地局/AP305に登録するこ
とができる。たとえば、モバイルデバイス315が、前のTAU内のネットワークから受信した
TAのリスト内に、サービングセルのシステム情報ブロック(SIB)内に公表された現在のト
ラッキングエリア(TA)が含まれない場合、または周期的TAUタイマーが満了した場合、そ
のような登録が実行され得る。登録されたモバイルデバイス315は、RAT A基地局/AP305な
どのサービングセルからページ送信を受信し得、ページ送信は、モバイルデバイスが何ら
かのアクションを取るべきであることを示し得る。いくつかの例では、アイドル状態にあ
るモバイルデバイス315は、モバイルデバイス315が現在登録されているTAのすべてのセル
内にページングされ得る。モバイルデバイス315は、たとえば、TAU更新承認メッセージ内
に含まれるTAリストに基づいて複数のTA内に登録され得る。いくつかの例では、MMEがSGW
からダウンリンクデータ通知メッセージを受信したときに、ページングが、MME(たとえば
、図2のMME/SGWノード240)内でトリガされてよく、MMEは、モバイルデバイス315へのペー
ジ送信を開始することができる。様々な例では、以下でより詳細に説明するように、モバ
イルデバイス315は、いくつかのタイプのページに応答するために使用されるべき特定のR
ATを示すポリシーを受信し得る。以下でより詳細に説明するいくつかの例では、ページ送
信は、特定のRATがページ応答に使用されるべきであることをモバイルデバイス315に示し
得るサービス情報を含み得る。いくつかの例では、サービス情報は、使用されるべきRAT
の表示を含んでよく、またはページ送信に応答してRATアクセスに対する優先度を示すペ
ージポリシーへのインデックスを含んでもよい。
【００５９】
　モバイルデバイス315に提供されるべき異なるサービスのために異なるRATを使用するこ
とで、ネットワークリソースのより効率的な使用が可能になる。モバイルデバイス315が
送信を開始する場合、上記のようなRATが、いくつかの例ではアクセスネットワーク発見
選択機能(ANDSF)に従って選択されることがある。いくつかの例では、ANDSFは、接続を開
始するために異なるタイプのRATを優先順位付けてよく、それらのRATは、モバイルデバイ
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ス315が複数のRATに同時に接続し得ない場合、モバイルデバイス315が複数のRATに同時に
接続し得るときに利用可能なRATの間でトラフィックを分配するためのRATの優先度と比較
して、異なって優先順位付けられてよい。いくつかの例では、ANDSFは、サービスに関連
するトラフィック(たとえば、IPフローまたはアクセスポイント名(APN))を識別するため
の1つまたは複数の条件を規定し、1つまたは複数のルール(たとえば、時刻、ロケーショ
ン、など)、ルールの優先度、およびアクション(すなわち、ルールをルーティングするこ
と)の有効性に対する条件を識別する、ルールのセットを含んでよい。ANDSFのいくつかの
実装形態では、任意の時点において、「アクティブ」ルールと呼ばれる1つのルールが適
用されてよい。モバイルデバイス315は、ルールが「アクティブ」であるか否かにかかわ
らず、ANDSFポリシーを周期的に再評価してよい。いくつかの実装形態によれば、ANDSFポ
リシー選択ルールが、利用可能なネットワークを識別すると、最高優先度のルールが「ア
クティブ」ルールになり、ネットワーク再選択が実行される。
【００６０】
　したがって、トラフィックを開始されたモバイルデバイス315に対して、モバイルデバ
イス315は、そのルールに基づいてアクセスするのに適切なRATを決定するためにポリシー
を使用し得る。一方、レガシー実装形態によれば、モバイルデバイス315がページングさ
れると、モバイルデバイス315は、モバイルデバイス315がページングされたネットワーク
にアクセスする。本開示の様々な態様は、モバイル開始サービスがネットワークからのペ
ージングを介して開始されるとき、モバイル開始サービスに対するトラフィックステアリ
ングに対して利用可能なタイプのポリシーを、モバイル着信サービスに適用するために、
ネットワーク(たとえば、図1～図3の基地局105、205、305、335もしくはアクセスポイン
ト(AP)135、235、335、または図1および図2のコアネットワーク130もしくは230の態様)に
対する技法を提供する。いくつかの例によれば、ページングプロシージャと呼ばれるネッ
トワークトリガ型のサービス要求プロシージャは、ページ送信に応答して1つまたは複数
のRATへのアクセスを優先順位付けするために使用されるべきサービス識別子および/また
はポリシーを示す情報を含み得る。
【００６１】
　いくつかの例では、MMEがSGW(たとえば、図2のMME/SGWノード240のSGW部)からダウンリ
ンクデータ通知メッセージを受信したときに、ページングが、MME(たとえば、図2のMME/S
GWノード240のMME部)内でトリガされる。たとえば、ダウンリンクデータ通知は、ページ
をトリガしたデータに対するアドレス解決プロトコル(APR)とEPSベアラIDとを含む。MME
は、ページング再送信戦略、負荷条件に基づくページングメッセージを送信するかどうか
の決定、および/またはモビリティを持たないローカルIPアクセスのために使用されるPDN
接続において到達するトラフィックに対するページング強化などの事業者ポリシーに基づ
いてページングを制御するために、ダウンリンクデータ通知メッセージ内で受信されたEP
SベアラIDによって識別されたEPSベアラコンテキスト情報を使用し得る。MMEにおけるサ
ービスを識別するために、ダウンリンクデータ通知メッセージは、SGWからMMEに送信され
てよく、モバイルデバイスがページングされているサービスを示すことなど、追加の情報
を含んでよい。いくつかの例では、PGWおよび/またはSGWは、ディープパケットインスペ
クション(DPI)を使用して、サービスの識別情報を決定し、この情報をダウンリンクデー
タ通知メッセージ内でMMEに転送することができる。
【００６２】
　いくつかの例では、MMEは、ダウンリンクデータ通知確認応答メッセージによってSGWか
らのダウンリンクデータ通知メッセージに応答し得る。次いで、MMEは、モバイルデバイ
スに対する既存のTAIリストに基づいてページングメッセージを送信することによってモ
バイルデバイスをページングし得る。モバイルデバイスを識別することに加えて、いくつ
かの例では、ページングメッセージは、モバイルデバイスがページングされているサービ
スを示し得るサービス識別子を含めるように強化されることがある。たとえば、サービス
識別子は、ページにどのように応答するかについての、モバイルデバイス上のANDSFポリ
シーへのインデックスであってよい。他の例では、ページは、モバイルデバイスがページ
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ングされている実際のサービスを識別することがある。モバイルデバイスは、ページを受
信すると、ページ内のサービス情報を決定し、そのポリシーに従ってRATを有する利用可
能なネットワークにアクセスすることによってそのページに応答してよい。
【００６３】
　いくつかの例では、上記のように、サービス情報は、サービスインデックスを含むこと
がある。たとえば、サービス情報は、使用するポリシーのインデックスであってよく、モ
バイルデバイスは、ページに関連する実際のサービスを明示的には知らないことがあるが
、どのネットワーク/RATにアクセスするかを決定するためにそのポリシーを使用する。他
の例では、サービス情報は、ページに関連するサービスを明示的に示す情報など、サービ
ス識別子を含むことがある。さらなる例では、サービス情報は、アクセス要求をページ内
の別のRAT/周波数にリダイレクトするために、モバイルデバイスに対するアクセス表示を
含むことがある。そのようなサービス識別子は、たとえば、ネットワークが、サービスお
よびアクセス条件に基づいて使用するRATを決定し得る場合に使用され得る。いくつかの
場合には、アクセス表示とサービスインデックスまたはサービス識別子の両方が、サービ
ス情報内に含まれることがあり、そのことで、アクセスに対するモバイルデバイスのポリ
シーとネットワーク選択されたアクセスのためのRATとの間に矛盾する状況が生じること
がある。そのような状況では、モバイルデバイスにおけるポリシーは、アクセス表示がポ
リシーに優先して使用され得るとき、またはモバイルデバイスにおけるポリシーがアクセ
ス表示に優先し得るときを規定し得る1つまたは複数のルールを含むことがある。そのよ
うなルールは、たとえば、1つまたは複数のRATに対して識別されたサービスの品質、時刻
の制約、モビリティの制約、および/またはロケーションの制約など、いくつかの要因の
うちのいずれかに基づくことがある。
【００６４】
　いくつかの例では、サービスインデックスまたはサービス識別子は、ページングをトリ
ガしているサービスの表示をモバイルデバイスに提供してよい。次いで、モバイルデバイ
ス内のポリシーは、アクセスするRATおよびネットワークを選択してよい。さらなる例で
は、追加または代替として、アクセス表示は、アクセス要求を送信するためにどのRATを
モバイルデバイスが使用すべきかの表示を提供することがある。いくつかの例では、矛盾
が生じるイベントでは、矛盾を解消するために、アクセス表示が優先権を得ることがあり
、または代替として、ページングが送信されるときにアクセス表示が優先権を持つことを
示す1ビットを、ネットワークが提供することがある。
【００６５】
　いずれにしても、そのような例において、モバイルデバイスは、サービス情報とポリシ
ーとを使用してアクセスするネットワーク/RATを決定することができる。いくつかの例で
は、ポリシーは、サービス識別子に基づいてアクセスするために、異なるRATを許可する
か、禁止するか、または優先順位付けるかをさらに示してよい。たとえば、ポリシーは、
優先度に基づいてアクセスするためのRAT、および/またはサービス情報に対してアクセス
することを禁止されたRATのリストを含むことがある。他の例では、ネットワークは、ペ
ージングがセルラー内で受信された場合でも、モバイルデバイスがWLAN内で「ウェイクア
ップ」するのを優先することを示すことがある。モバイルデバイスがWLANに接続されてい
ないか、またはWLANが利用可能でない場合、モバイルデバイスは、セルラーネットワーク
にアクセスする(およびいくつかの例では、モバイルデバイスがそのようにした理由の表
示を提供する)ことがある。
【００６６】
　上述のように、モバイルデバイスのページングを開始するネットワーク要素は、確認応
答が受信されるまでそのようなページングを開始することを継続してもよい。いくつかの
例では、モバイルデバイスが、ページング要求を送信しなかったネットワークにアクセス
する場合、モバイルデバイスは、新しいRATを介して(または、他のRATのサービングノー
ドにシグナリングを送信することを可能にする新しいRATを介していくつかの特定のチャ
ネルを使用して)カプセル化されたメッセージをMME(たとえば、MME/SGWのMME部)に送信し
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て、モバイルデバイスがページに応答してモバイルデバイスに対するページの開始を停止
したものとMMEが決定することを可能にすることがある。さらに他の例では、MMEは、実装
依存時間の後、または一定の数のページングメッセージが送信された後、ページ送信の開
始を停止してもよい。さらに他の例では、ポリシーはまた、MMEへのトンネル内で、たと
えば異なるRATを介してページング応答を送信するかどうかを示すことがある。
【００６７】
　図4は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置4
05またはデバイスのブロック図400を示す。装置405は、図1、図2および/または図3を参照
しながら説明したモバイルデバイス115、215および/または315のうちの1つの1つまたは複
数の態様の一例であり得る。装置405は、受信機モジュール410、ワイヤレス通信管理モジ
ュール415、および/または送信機モジュール420を含み得る。装置405はまた、プロセッサ
(図示せず)であるかまたはそれを含むことがある。これらのモジュールの各々は、互いに
通信していてもよい。
【００６８】
　装置405の構成要素は、ハードウェア内で適用可能な機能の一部または全部を実行する
ように適合された1つまたは複数の特定用途向け集積回路(ASIC)を使用して、個別にまた
は集合的に実装されてよい。代替として、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つま
たは複数の他の処理ユニット(または、コア)によって実行されてもよい。他の例では、当
技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえ
ば、ストラクチャード/プラットフォームASIC、フィールドプログラマブルゲートアレイ(
FPGA)、および他のセミカスタムIC)が使用されてもよい。各モジュールの機能はまた、全
体的または部分的に、1つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサに
よって実行されるようにフォーマットされた、メモリ内で具現化された命令を用いて実装
されてもよい。
【００６９】
　受信機モジュール410は、パケット、ユーザデータ、および/または様々な情報チャネル
(たとえば、制御チャネル、データチャネル、ページングチャネル、など)に関連する制御
情報などの情報を受信することができる。受信機モジュール410は、情報チャネルのうち
の1つまたは複数を介してページ送信を受信することと、たとえば、上記で説明したよう
なサービス情報および/またはサービスインジケータを含む情報をページから提供するこ
ととを行うように構成されてよい。この情報は、ワイヤレス通信管理モジュール415、お
よび装置405の他の構成要素に渡されてよい。いくつかの例では、受信機モジュール410は
、基地局からNCPSについての登録情報を受信するように構成され、受信機モジュール410
は、非セルラーRATを介して(たとえば、WLAN AP235(図2)を介して)NCPSからページングメ
ッセージを受信するように構成されてよい。
【００７０】
　ワイヤレス通信管理モジュール415は、装置405においてサービスおよび/または利用可
能な接続を識別することに関連する様々な機能を実行するように構成されてよい。ワイヤ
レス通信管理モジュール415は、装置405においてアクティブなサービスを識別することを
含んでよく、ワイヤレス通信管理モジュール415は、装置405への接続に利用可能なRATを
識別することを含んでよく、それは、図19を参照しながら以下で説明する機能の一例であ
り得る。他の例では、ワイヤレス通信管理モジュール415は、装置405が非セルラーRATを
介してページングメッセージを受信可能であると決定するように構成されてよく、それは
、図12を参照しながら以下で説明する機能の例であり得る。
【００７１】
　送信機モジュール420は、装置405の他の構成要素から受信された1つまたは複数の信号
を送信してよい。送信機モジュール420は、たとえば、ページ応答または登録要求を送信
してよい。送信機モジュール420はまた、識別されたサービスおよび/または利用可能な接
続を有する登録メッセージを送信するように構成されてもよい。追加または代替として、
送信機モジュール420は、登録メッセージをネットワークに(たとえば、基地局205(図2)を
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介して)送信するように構成されてもよい。いくつかの例では、送信機モジュール420は、
トランシーバモジュール内で受信機モジュール410とコロケートされてもよい。
【００７２】
　図5は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置5
05のブロック図500を示す。装置505は、図1、図2および/または図3を参照しながら説明し
たモバイルデバイス115、215および/または315のうちの1つまたは複数の態様の一例であ
り得る。装置505はまた、図4を参照しながら説明した装置405の一例であり得る。装置505
は、図4の装置405の対応するモジュールの例であり得る、受信機モジュール510、ワイヤ
レス通信管理モジュール515、および/または送信機モジュール520を含み得る。装置505は
また、プロセッサ(図示せず)を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いに通信してい
てもよい。ワイヤレス通信管理モジュール515は、RAT選択モジュール525、ページングモ
ジュール530、およびポリシーモジュール535を含み得る。受信機モジュール510および送
信機モジュール520は、それぞれ、図4の受信機モジュール410および送信機モジュール420
の機能を実行し得る。
【００７３】
　様々な例によれば、RAT選択モジュール525は、上述のように、ページ送信内で受信され
たサービス情報に基づいて、関連するワイヤレス通信ネットワークにアクセスするのに利
用可能なRATを決定し、ネットワークにアクセスするためのページポリシーを決定するこ
とができる。そのような利用可能なRATは、たとえば、1つまたは複数のセルラーRATおよ
び/または非セルラーRATを含むことがある。RAT選択モジュール525は、ポリシーモジュー
ル535内に含まれるポリシーに基づいて、任意の利用可能なRATのうちのどのRATがアクセ
スされるべきか、およびRATアクセスの優先度を決定し得る。装置505から起因する通信の
場合、このRAT選択は、起因しているサービスに基づくことがある。ページ送信に応答し
てアクセスが開始される場合、ページングモジュール530は、上述のようなページおよび
任意のサービスまたはアクセスの表示に関連する情報を提供することがある。そのように
して、ワイヤレス通信管理モジュール515は、強化されたネットワーク動作を提供するよ
うに選択されたRATを使用してネットワークに効率的にアクセスし得る。
【００７４】
　図6は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法600の一例を示すフロ
ーチャートを示す。明快のために、方法600は、図1、図2および/または図3を参照しなが
ら説明したモバイルデバイス115、215および/または315のうちの1つまたは複数のモバイ
ルデバイスの態様、ならびに/あるいは図4および/または図5を参照しながら説明した装置
405および/または505のうちの1つまたは複数の装置の態様を参照して以下で説明する。い
くつかの例では、モバイルデバイスは、以下に説明する機能を実行するためにモバイルデ
バイスの機能要素を制御するためにコードの1つまたは複数のセットを実行することがあ
る。追加または代替として、モバイルデバイスは、特殊目的のハードウェアを使用して以
下で説明する機能のうちの1つまたは複数を実行することがある。
【００７５】
　ブロック605において、モバイルデバイスは、ページポリシーを受信し得る。上記で説
明したように、そのようなページポリシーは、たとえば、モバイルデバイスと基地局また
はアクセスポイントとの間で開始されるべきサービスの1つまたは複数の特性に基づいてR
ATにアクセスするためのポリシーを含んでよい。ページポリシーは、たとえば、特定のサ
ービスのためにアクセスするRATの優先権を含んでよく、RATアクセスに関連する1つまた
は複数のルールを含んでもよい。そのようなルールは、ほんの数例を挙げれば、たとえば
、1つまたは複数のRATにアクセスするための時間および日付の制約、特定のサービスのた
めに1つまたは複数のRATにアクセスするためのサービス品質(QoS)基準、および/または特
定のサービスに対して禁止されるRATを含むことがある。ページポリシーは、たとえば、
基地局から受信された制御シグナリングの一部として基地局から受信されることがある。
いくつかの例では、ポリシーは、基地局からのブロードキャストメッセージの一部として
受信されることがある。いくつかの例では、ポリシーは、基地局からのシステム情報ブロ
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ック(SIB)内で受信されることがある。ブロック610において、モバイルデバイスは、ワイ
ヤレス通信に利用可能なRATを決定する。そのような決定は、たとえば、異なるRATに関連
する周波数を走査すること、および基地局またはアクセスポイントが接続に利用可能であ
るかどうかを決定することによってなされてよい。
【００７６】
　ブロック615において、ページ送信が受信されるかどうかが決定される。そのような決
定は、たとえば、ページ送信を送信するために使用され得るRATに関連した、ページング
チャネルなどの制御チャネルを監視することによってなされてよい。いくつかの例では、
そのような制御チャネルを監視することは、確立された不連続受信(DRX)技法に従って周
期的に実行されることがある。ページが受信されない場合、ブロック610の動作が実行さ
れる。ページ送信が受信される場合、ページ送信がサービス情報を含むかどうかが決定さ
れる。上記で説明したように、そのようなサービス情報は、ページ送信に応答してネット
ワークアクセスに使用されるべきRATに関連する情報を含むことがある。いくつかの例で
は、サービス情報は、ページ送信に応答して開始されるべき1つまたは複数のサービスを
示す識別子を含むことがある。様々な例では、サービス情報は、ポリシーへのインデック
スを含んでよく、ポリシーは、RAT優先度に基づいてRATにアクセスするための順序を提供
する。たとえば、サービスインジケータは、単に、RATにアクセスする順序における位置
を示すインデックスであってよい。
【００７７】
　ブロック620において、サービス情報がページ送信内に含まれていないと決定される場
合、ブロック625において示すように、モバイルデバイスは、ページ送信と同じRATを使用
してページ応答を送信してよい。モバイルデバイスはまた、サービスを開始するためにペ
ージ応答を送信したRATとの接続を確立してもよい。ページ送信がサービス情報を含んで
いたと決定された場合、ブロック630において、モバイルデバイスは、ページポリシーお
よびサービス情報に基づいてページ応答に対するRATアクセスの優先度を決定してよい。
いくつかの例では、その決定は、ページ送信に応答して開始されるべき1つまたは複数の
サービスの表示に少なくとも部分的に基づくことがある。いくつかの例では、RATアクセ
スの優先度は、1つまたは複数のサービスのサービス要件の品質および/または1つまたは
複数のRATに関連した現在のチャネル条件に少なくとも部分的に基づいて決定されること
がある。ブロック635において、モバイルデバイスは、ネットワークのRATおよびRATアク
セスの優先度に基づいてワイヤレス通信ネットワークにアクセスし得る。いくつかの例で
は、ページ応答および後続するネットワークアクセスに使用されるRATは、ページ送信を
送信するために使用されたものとは異なるRATであってもよい。
【００７８】
　したがって、方法600は、ページ送信内の情報に基づいてワイヤレス通信アクセスを提
供し得る。方法600は、単に1つの実装形態であること、および、方法600の動作は、他の
実装形態が可能であるように再配置、またはさもなければ修正され得ることに留意された
い。
【００７９】
　図7は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法700の一例を示すフロ
ーチャートを示す。明快のために、方法700は、図1、図2および/または図3を参照しなが
ら説明したモバイルデバイス115、215および/または315のうちの1つまたは複数の態様、
ならびに/あるいは図4および/または図5を参照しながら説明した装置405および/または50
5のうちの1つまたは複数の態様に関して以下で説明する。いくつかの例では、モバイルデ
バイスは、以下に説明する機能を実行するためにモバイルデバイスの機能要素を制御する
ためにコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、モバイル
デバイスは、特殊目的のハードウェアを使用して以下で説明する機能のうちの1つまたは
複数を実行し得る。
【００８０】
　ブロック705において、モバイルデバイスは、ページング応答を送信するためのRATのア
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クセス表示を含むページ送信を受信し得る。そのような例では、ページ送信のアクセス表
示は、ページ応答内で使用するRATを識別してよい。RATは、たとえば、特定のRATに、ま
たは1つまたは複数のRATに関連付けられ得る特定の周波数にマッピングされたページ送信
内に含まれるいくつかのビットを介して識別されてよい。いくつかの例では、アクセス表
示は、ページポリシー内の異なる望ましいRATにマッピングされ得る、ページ送信に応答
して開始されるべき1つまたは複数のサービスを示すサービス識別子を含むことがある。
さらなる例では、アクセス表示は、ページ送信に応答してアクセスされるべきネットワー
クを識別するネットワーク識別子を含むことがある。
【００８１】
　ブロック715において、ページポリシーがページ応答に適用されるかどうかが、モバイ
ルデバイスによって決定される。ページポリシーがページ応答に適用されない場合、ブロ
ック720において示すように、ページ応答は、ページ送信と同じRATを使用して送信されて
よい。ページポリシーがページ応答に適用される場合、ブロック725において、モバイル
デバイスは、ワイヤレス通信に利用可能なRATと、アクセス表示内で示されるRATとを決定
してよい。ブロック730において、ページポリシーが、ページ送信内で示されるRAT上でペ
ージ応答の送信を提供するかどうかが決定される。たとえば、ページポリシーは、ページ
送信内で示されるRATとは異なる第1のRATが、一定の条件(たとえば、日時のルール、QoS
のルール)のもとでページ応答に使用されるべきであることを示すことがある。
【００８２】
　ページポリシーが、ページ送信内で示されるRATを介した送信を許可しない場合、ブロ
ック735において、ページポリシーが、ページポリシーに優先してページ送信のアクセス
表示を許可するかどうかが決定される。ページポリシーが優先することを許可しない場合
、ブロック740において示すように、ページ送信は、ページポリシーからのRATを使用して
送信される。いくつかの例では、アクセス表示は、ページポリシーに優先することの表示
を含んでよく、アクセス表示は、優先が許可されるかどうかを決定するために使用されて
よい。ブロック730において、ページポリシーが、示されたRATを使用するページ応答送信
を許可すると決定される場合、またはブロック735において、アクセス表示がページポリ
シーによって示されるRATに優先することをページポリシーが許可するものと決定される
場合、モバイルデバイスは、ブロック745に従って、アクセス表示内で示されるRATを有す
るワイヤレス通信ネットワークにアクセスしてよい。したがって、アクセス表示は、ペー
ジング応答を送信するためのページポリシーに少なくとも部分的に基づいてページング応
答を送信するために、利用可能なRATおよび関連するネットワークのうちのどれが使用さ
れるべきであるかを決定するために使用されてよい。
【００８３】
　したがって、方法700は、ページ送信内の情報に基づいてワイヤレス通信アクセスを提
供し得る。方法700は、単に1つの実装形態であること、および、方法700の動作は、他の
実装形態が可能であるように再配置、またはさもなければ修正され得ることに留意された
い。
【００８４】
　図8は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置8
05のブロック図800を示す。いくつかの例では、装置805は、図1、図2および/または図3を
参照しながら説明した基地局105、205および/もしくは305のうちの1つもしくは複数の基
地局、またはWLAN AP135、235および/もしくは335のうちの1つもしくは複数のWLAN APの
態様の一例であってよい。いくつかの例では、装置805は、LTE/LTE-A基地局の一部であっ
てよく、またはそれを含んでもよい。他の例では、装置805は、WLANアクセスポイントで
あってよい。他の場合には、装置805は、図1および図2を参照して説明したコアネットワ
ーク130および/または230の態様を示すことがある。たとえば、装置805は、図2のMME/SGW
ノード240の1つまたは複数の態様の一例であってよい。または、装置805は、図2のNCPS26
0の態様を示し得る。装置805はまた、プロセッサであってもよい。装置805は、受信機モ
ジュール810、登録およびページングモジュール815、および/または送信機モジュール820
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を含むことがある。これらのモジュールの各々は、互いに通信していてもよい。
【００８５】
　装置805の構成要素は、ハードウェアにおける該当する機能の一部またはすべてを実行
するように適合された1つまたは複数のASICを使用して、個別にまたは集合的に実装され
てよい。代替として、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つまたは複数の他の処理
ユニット(または、コア)によって実行されてもよい。他の例では、当技術分野で公知の任
意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、構造化/プラットフォー
ムASIC、FPGA、および他のセミカスタムIC)が使用されることがある。各構成要素の機能
はまた、全体的または部分的に、1つもしくは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向け
プロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ内で具体化された命令
を用いて実装されてもよい。
【００８６】
　いくつかの例では、受信機モジュール810は、たとえばモバイルデバイスを登録するた
めの送信など、1つまたは複数のモバイルデバイスからの送信を受信するように動作可能
なRF受信機など、少なくとも1つの無線周波数(RF)受信機を含むことがある。他の例では
、追加または代替として、受信機モジュール810は、たとえば、MMEからのページングメッ
セージなどのネットワーク通信を受信し得るネットワーク受信機モジュールを含むことが
ある。いくつかの例では、受信機モジュール810は、パケット化された通信を受信するよ
うに構成された入力デバイスであってよく、パケット化された通信は、図1および/または
図2のモバイルデバイス115および/または215からの登録メッセージを含んでよい。そのよ
うな通信は、基地局105(図1)または205(図2)からのものであってよく、ワイヤードまたは
ワイヤレスの通信であってよい。受信機モジュール810は、図1、図2および/または図3を
参照しながら説明したワイヤレス通信システム100、200および/または300の1つまたは複
数の通信リンク、ならびに/あるいは図4および/または図5を参照しながら説明した装置40
5および/または505からの1つまたは複数の送信など、ワイヤレス通信システムの1つまた
は複数の通信リンクおよび/またはバックホールリンクを介して様々なタイプのデータお
よび/または制御信号(すなわち、送信)を受信するために使用され得る。
【００８７】
　いくつかの例では、送信機モジュール820は、ページ送信および他のワイヤレス送信を1
つまたは複数のモバイルデバイスに送信するために動作可能な少なくとも1つのRF送信機
など、少なくとも1つのRF送信機を含むことがある。いくつかの例では、追加または代替
として、送信機モジュール820は、たとえばMMEおよび/またはSGWへの通信など、ネットワ
ーク通信を送信し得るネットワーク送信機を含むことがある。いくつかの場合には、送信
機モジュール820は、パケット化された通信を送信するように構成された出力デバイスで
あり、パケット化された通信は、図1および/または図2のモバイルデバイス115および/ま
たは215への応答メッセージを含んでよい。そのような通信は、基地局105(図1)または205
(図2)を介するものであってよく、ワイヤードまたはワイヤレスの通信であってよい。送
信機モジュール820は、図1、図2および/または図3を参照しながら説明したワイヤレス通
信システム100、200および/または300の1つまたは複数の通信リンクおよび/またはバック
ホールリンクなど、ワイヤレス通信システムの1つまたは複数の通信リンクを介して様々
なタイプのデータおよび/または制御信号(すなわち、送信)を送信するために使用されて
よく、ならびに/あるいは図4および/または図5で説明した装置405および/または505のう
ちの1つまたは複数への通信を送信してよい。
【００８８】
　いくつかの例では、様々な例による登録およびページングモジュール815は、上述のよ
うにして、モバイルデバイスを用いて開始されるべきサービスを決定し、ページ送信の一
部としてモバイルデバイスに送信されるべきサービス表示を決定してよい。いくつかの例
では、登録およびページングモジュール815は、ページから開始されるべきサービスに応
答して、関連するワイヤレス通信ネットワークにアクセスするのに好適であり得るRATを
決定してよい。いくつかの例では、登録およびページングモジュール815は、ネットワー
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クにアクセスするためのページポリシーを決定し、そのページポリシーをモバイルデバイ
スに送信してよい。たとえば、そのようなページポリシーは、SIBなどのブロードキャス
トメッセージ内で送信されされてよい。そのような利用可能なRATは、たとえば、1つまた
は複数のセルラーRATおよび/または非セルラーRATを含むことがある。そのようにして、
登録およびページングモジュール815は、ページ送信に応答してモバイルデバイスがワイ
ヤレス通信を開始するときに、向上した効率を提供し得る。
【００８９】
　いくつかの例では、図21を参照して以下で説明するように、登録およびページングモジ
ュール815は、装置805によって受信された登録メッセージに基づいて登録プロシージャを
決定することに関する様々な機能を実行するように構成されてよい。これは、ページング
DRXサイクル、モバイルデバイスが登録すべきTA、モバイルデバイスが登録すべきセルの
数などを決定することを含むことがある。
【００９０】
　追加または代替として、登録およびページングモジュール815は、図14を参照して以下
で説明するように、モバイルデバイスをネットワーク(たとえば、セルラーネットワーク)
に登録するように構成されてよい。他の例では、図16を参照して以下で説明するように、
登録およびページングモジュール815は、モバイルデバイスの非セルラーページングを制
御するように構成されてよい。
【００９１】
　図9は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置9
05のブロック図900を示す。いくつかの例では、装置905は、図1、図2および/もしくは図3
を参照しながら説明した基地局105、205および/もしくは305のうちの1つもしくは複数の
基地局、またはWLAN AP135、235および/もしくは335のうちの1つもしくは複数のWLAN AP
の態様の一例、ならびに/あるいは図8を参照しながら説明した装置805の態様の一例であ
り得る。いくつかの例では、装置905は、LTE/LTE-A基地局の一部であってよく、またはそ
れを含んでもよい。他の例では、装置905は、WLANアクセスポイントであってよい。装置9
05はプロセッサでもあり得る。装置905は、受信機モジュール910、登録およびページング
モジュール915、および/または送信機モジュール920を含み得る。これらのモジュールの
各々は、互いと通信していてもよい。
【００９２】
　装置905の構成要素は、ハードウェアにおける該当する機能の一部またはすべてを実行
するように適合された1つまたは複数のASICを使用して、個別にまたは集合的に実装され
得る。代替として、機能は、1つまたは複数の集積回路上で、1つまたは複数の他の処理ユ
ニット(または、コア)によって実行されてもよい。他の例では、当技術分野で公知の任意
の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、構造化/プラットフォーム
ASIC、FPGA、および他のセミカスタムIC)が使用され得る。各構成要素の機能はまた、全
体的または部分的に、1つもしくは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサ
によって実行されるようにフォーマットされた、メモリ内で具体化された命令を用いて実
装されてもよい。
【００９３】
　いくつかの例では、受信機モジュール910は、図8を参照しながら説明した受信機モジュ
ール810の1つまたは複数の態様の一例であり得る。いくつかの例では、受信機モジュール
910は、少なくとも1つの無線周波数(RF)受信機、ならびに/あるいは、たとえば、MMEおよ
び/またはSGWからネットワーク送信を受信し得る1つまたは複数のネットワーク通信受信
機モジュールのような、少なくとも1つのRF受信機を含むことがある。受信機モジュール9
10は、図1、図2および/または図3を参照しながら説明したワイヤレス通信システム100、2
00および/または300の1つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの1つま
たは複数の通信リンクを介して様々なタイプのデータおよび/または制御信号(すなわち、
送信)を受信するために使用されてよく、ならびに/あるいは図4および/または図5で説明
した装置405および/または505のうちの1つまたは複数から通信を受信してよい。
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【００９４】
　いくつかの例では、送信機モジュール920は、図8を参照しながら説明した送信機モジュ
ール820の1つまたは複数の態様の一例であり得る。いくつかの例では、送信機モジュール
920は、RF通信を1つまたは複数のモバイルデバイスに送信するために動作可能な少なくと
も1つのRF送信機など、少なくとも1つのRF送信機を含むことがある。送信機モジュール92
0は、図1、図2および/または図3を参照しながら説明したワイヤレス通信システム100、20
0および/または300の1つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの1つま
たは複数の通信リンクを介して様々なタイプのデータおよび/または制御信号(すなわち、
送信)を送信するために使用されてよく、ならびに/あるいは、図4および/または図5で説
明した装置405および/または505のうちの1つまたは複数に通信を送信してよい。
【００９５】
　登録およびページングモジュール915は、たとえば、図8の登録およびページングモジュ
ール815の一例であり得る。いくつかの例では、登録およびページングモジュール915は、
ページングポリシーモジュール925と、ページ送信モジュール935を含み得るページング管
理モジュール930と、登録モジュール940とを含むことがある。様々な例では、ページング
ポリシーモジュール925は、上述のようにして、1つまたは複数のモバイルデバイスに送信
され得るページングポリシーを決定してよい。いくつかの例では、ページングポリシーは
、SIB送信などのブロードキャストメッセージを使用してモバイルデバイスに送信されて
よい。ページング管理モジュール930は、上述と同様にして、装置905に対するページング
管理機能を実行してよい。たとえば、ページング管理モジュール930は、MMEからページメ
ッセージを受信し、特定のモバイルデバイスがページングされるものと決定してよい。た
とえば、ページング管理モジュール930は、ダウンリンクデータ通知メッセージを受信し
、ページ送信に応答してモバイルデバイスを用いて開始されるべきサービスタイプを決定
してよい。ページング管理モジュール930は、サービスに好適なRATを決定し、ページ送信
からアクセスされるべきRATを示す、ページ送信内に含まれるべきサービス情報を生成し
てよい。ページ送信モジュール935は、たとえば送信機モジュール920を介してページ要求
の送信を開始してよい。いくつかの例では、サービス情報は、上記で説明したような情報
を含むことがある。たとえば、サービス情報は、複数のRATのうちのどのRATがワイヤレス
通信に使用されるかを規定するポリシーへのインデックスを含むことがある。ページポリ
シーは、RAT優先度に基づいてRATにアクセスするための順序を提供してよく、インデック
スは、ページング応答内で使用するRATを選択するための開始点として、1つのロケーショ
ンを順序で識別し得る。
【００９６】
　図10は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法1000の一例を示すフ
ローチャートを示す。明快のために、方法1000は、図1、図2および/もしくは図3を参照し
ながら説明した基地局105、205、305もしくは335、またはWLAN AP135、235、335のうちの
1つもしくは複数の基地局の態様、ならびに/あるいは図8および/または図9を参照しなが
ら説明した装置805および/または905のうちの1つまたは複数の装置の態様を参照しながら
以下で説明される。いくつかの例では、基地局またはアクセスポイントは、以下に説明す
る機能を実行するために基地局またはアクセスポイントの機能要素を制御するために、コ
ードの1つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、基地局またはアク
セスポイントは、特殊目的のハードウェアを使用して以下で説明する機能のうちの1つま
たは複数を実行してよい。
【００９７】
　ブロック1005において、基地局は、ダウンリンクデータ通知メッセージに基づいてモバ
イルデバイスを用いて開始されるべきサービスを決定し得る。そのようなダウンリンクデ
ータ通知メッセージは、たとえば、MMEまたはSGWから受信されてよい。ブロック1010にお
いて、モバイルデバイスが、ポリシーベースのページングをサポートするかどうかが決定
される。いくつかの例では、モバイルデバイスが基地局またはアクセスポイントに登録す
ると、モバイルデバイスは、ポリシーベースのページングを受信可能であることの表示を
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提供することがある。モバイルデバイスが、ポリシーベースのページングをサポートしな
いと決定される場合、ブロック1015において示すように、レガシーページが、モバイルデ
バイスに対して開始される。
【００９８】
　モバイルデバイスが、ポリシーベースのページングをサポートしない場合、ブロック10
20において、基地局またはアクセスポイントは、サービスを提供するのに好適な1つまた
は複数のRATを決定してよい。ページポリシーは、たとえば、特定のサービスに対するRAT
の優先権を含んでよく、RATアクセスに関連する1つまたは複数のルールを含んでよい。そ
のようなルールは、ほんの数例を挙げれば、たとえば、1つまたは複数のRATにアクセスす
るための時間および日付の制約、特定のサービスのために1つまたは複数のRATにアクセス
するためのサービス品質(QoS)基準、および/または特定のサービスに対して禁止されるRA
Tを含むことがある。この情報は、上述と同様にして、ページ送信を用いて送信されるべ
きサービス表示を決定するために使用されてよい。
【００９９】
　ブロック1025において、サービスを提供するために使用されるべき1つまたは複数のRAT
に対するサービス表示を含むページ送信が開始される。上記で説明したように、そのよう
なサービス情報は、ページ送信に応答してネットワークアクセスに使用されるべきRATに
関連する情報を含むことがある。いくつかの例では、サービス情報は、ページ送信に応答
して開始されるべき1つまたは複数のサービスを示す識別子を含むことがある。様々な例
では、サービス情報は、ポリシーへのインデックスを含んでよく、ポリシーは、RAT優先
度に基づいてRATにアクセスするための順序を提供する。たとえば、サービスインジケー
タは、単に、RATにアクセスする順序における位置を示すインデックスであってよい。
【０１００】
　したがって、方法1000は、開始されるべきサービスに関連する情報に基づいて、および
ポリシーベースのページ送信を受信するモバイルデバイスの能力に基づいて、ワイヤレス
通信システム内のページングを提供し得る。方法1000は、単に1つの実装形態であること
、および、方法1000の動作は、他の実装形態が可能であるように再配置、またはさもなけ
れば修正され得ることに留意されたい。
【０１０１】
　図11は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のページ送信およびページング応
答コールフロー1100の一例を示すメッセージフロー図を示す。ページ送信およびページン
グ応答コールフロー1100は、前掲の諸図面を参照しながら説明したモバイルデバイス115
、215および/もしくは315、基地局105、205および/もしくは305、WLAN AP135および/もし
くは235、MME/SGWノード240、ならびにPGW/SGWノード245の例であり得る、モバイルデバ
イス1115と、第1のRAT基地局1105と、第2のRAT基地局/AP1110と、MME1120と、PGW/SGW112
5との間の通信を含む。加えて、いくつかの例では、ページ送信およびページング応答コ
ールフロー1100は、図4、図5、図8および/または図9の装置405および/または505と装置80
5および905との間の通信を示す。
【０１０２】
　上記で説明したように、特定のタイプのサービスに使用されるべき特定のRATが、向上
したネットワーク効率を提供するために選択され得る。いくつかの例では、ページングは
、モバイルデバイスに対するダウンリンクデータ1130がPGW/SGW1125に到達したときにト
リガされてよい。PGW/SGWは、MME1120に提供されるダウンリンクデータ通知メッセージ11
35を生成してよい。MME1120がダウンリンクデータ通知メッセージ1135を受信すると、MME
は、PGW/SGW1125に提供されるダウンリンクデータ通知確認応答1140を送信してよい。MME
1120は、第1のRAT基地局1105に提供されるページングメッセージ1145を生成してよい。い
くつかの例では、サービス情報は、ダウンリンクデータ通知メッセージ1135内に含まれ、
MME1120は、この情報をページングメッセージ1145内に含んでよい。第1のRAT基地局1105
は、モバイルデバイス1115に送信されるページ送信1150を生成してよい。ページ送信は、
上記で説明したものと同様にして、サービス情報を含み得る。



(28) JP 6456478 B2 2019.1.23

10

20

30

40

50

【０１０３】
　モバイルデバイス1115はページ送信を受信し、ページ送信がサービス情報を含むと決定
することができる。モバイルデバイス1115は、上記で説明したようにして、ページングポ
リシーがページメッセージに適用されると決定し、ページングポリシーに従ってRATを使
用してワイヤレス通信を開始するためにページ応答を送信してよい。ブロック1155におい
て、モバイルデバイス1115は、ページ送信に使用されたRATと異なるRATが、ページ応答の
ために使用されるべきかどうかを決定してよい。異なるRATが、ページ応答に使用される
べきでない場合、モバイルデバイス1115は、プロセス1160を開始し、ページ応答1165を第
1のRAT基地局1105に送信する。次いで、第1のRAT基地局1105は、ページ応答確認応答1170
をMME1120に提供してよい。
【０１０４】
　異なるRATがページ応答に使用されるべきであるとモバイルデバイス1115が決定する場
合、モバイルデバイス1115は、プロセス1175を開始し、ページ応答1180を第2のRAT基地局
/AP1110に送信する。次いで、第2のRAT基地局/AP1110は、トンネリングされたページ応答
確認応答1185をMME1120に提供してよい。ページ応答確認応答は、たとえば、図2のPDN250
などのパケットデータネットワークを介してMMEにトンネリングされてよい。
【０１０５】
　図12は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置
1205のブロック図1200を示す。装置1205は、図1、図2および/または図3を参照しながら説
明したモバイルデバイス115、215および/または315のうちの1つまたは複数の態様の一例
であり得る。装置1205はまた、図4を参照しながら説明した装置405の一例であり得る。装
置1205は、図4の装置405の対応するモジュールの例であり得る、受信機モジュール1210、
ワイヤレス通信管理モジュール1215、および/または送信機モジュール1220を含み得る。
装置1205はまた、プロセッサ(図示せず)を含み得る。これらの構成要素の各々は、互いと
通信していてもよい。ワイヤレス通信管理モジュール1215は、RAT選択モジュール1225、
ページング能力モジュール1230、および/または登録モジュール1235を含み得る。
【０１０６】
　RAT選択モジュール1225は、装置1205が通信するRATを選択するように構成されてよい。
したがって、RAT選択モジュール1225は、受信機モジュール1210および送信機モジュール1
220とともに、複数の異なるRATを介する通信を容易にすることができる。いくつかの場合
には、RAT選択モジュール1225は、装置1205のセルラー無線を非活性化するように構成さ
れる。非活性化するステップは、送信機モジュール1220を介して、登録メッセージをネッ
トワークに送信した後にセルラー無線を非活性化するステップを含んでよい。いくつかの
例では、RAT選択モジュール1225は、受信機モジュール1210とともに、登録メッセージに
応答してネットワークから確認応答(ACK)を受信するように構成されてよく、セルラー無
線を非活性化するステップは、ACKを受信するステップに基づくことがある。または、い
くつかの場合には、非活性化するステップは、ネットワークとのセルラー接続を接続解除
する際に発生する。
【０１０７】
　他の例では、受信機モジュール1210は、セルラー無線を非活性化することの表示を含む
メッセージをネットワークから受信するように構成されてよく、または受信機モジュール
1210は、ネットワークがセルラー無線を介してページングすることを控えることになるこ
との表示を受信するように構成されてよい。いずれの例でも、RAT選択モジュール1225は
、そのような表示を受信すると、セルラー無線を非活性化するように構成されてよい。
【０１０８】
　ページング能力モジュール1230は、装置1205が、非セルラーRATを介してページングメ
ッセージを受信することが可能であると決定するように構成されてよい。加えて、ページ
ング能力モジュール1230は、他のモジュールとともに、非セルラーページングを容易にし
得る。たとえば、ページング能力モジュール1230は、送信機モジュール1220とともに、装
置1205が、非セルラーRATを介してページングメッセージを受信可能であることの表示を
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含む登録メッセージを送信するように構成されてよい。ページング能力モジュール1230は
また、受信機モジュール1210とともに、非セルラーRATを介してNCPSからページングメッ
セージを受信するように構成されてもよい。
【０１０９】
　装置1205が、非セルラーRATを介してページングを受信可能であることの表示は、装置1
205がページを受信し得るIPアドレスおよび/またはポート番号を含み得る。いくつかの場
合には、登録メッセージはモビリティ情報を含み、モビリティ情報は、装置1205のモビリ
ティステータスの記述、または非セルラーRATカバレージに対する持続時間の予測のうち
の少なくとも1つを含むことがある。
【０１１０】
　いくつかの例では、ページングメッセージは、ネットワークのセルラーページングチャ
ネルを監視することを求める、装置1205に対する要求を含む。ページングメッセージはま
た、ネットワークのセルラー基地局の識別情報、またはセルページングチャネルがブロー
ドキャストされる対応するロケーションを含んでよい。
【０１１１】
　ページング能力モジュール1230は、送信機モジュール1220および受信機モジュール1210
とともに、装置1205が非セルラーRATを介してページングメッセージを受信可能であるこ
との確認を含み得る更新メッセージをネットワークに送信するように構成されてよく、モ
ジュールの組合せは、装置1205が非セルラーRATを介してページングメッセージを受信可
能であることの通知メッセージを非セルラーRATから受信するように構成されてもよい。
いくつかの例では、更新メッセージを送信するステップは、非セルラーRATを介して、し
たがってNCPSを介して更新メッセージをネットワークに送信するステップを含んでよい。
更新メッセージおよび/または通知メッセージは、たとえば、セルラー無線の再活性化を
トリガするように設定されたタイマーに応答してよい。
【０１１２】
　ページング能力モジュール1230はまた、非セルラーネットワークを介してページングメ
ッセージを受信する、装置1205の能力の喪失、または喪失が差し迫っていることを検出す
るように構成されてよい。したがって、送信機モジュール1220は、モバイルデバイスが非
セルラーRATを介してページングメッセージを受信不可能であることの通知メッセージを
送信するように構成されてよい。
【０１１３】
　登録モジュール1235は、モバイルデバイスをNCPSに登録するように構成されてよい。ペ
ージング能力モジュール1230は、モバイルデバイスが、NCPSへの登録に基づいて非セルラ
ーRATを介してページングメッセージを受信可能であると決定するように構成されてよい
。いくつかの例では、登録モジュール1235は、受信機モジュール1210とともに、ネットワ
ークからNCPSについての登録情報を受信するように構成される。NCPSについての登録情報
は、NCPSのIPアドレスおよび/またはユニフォームリソースロケータ(URL)を含んでよい。
【０１１４】
　図13は、図1および/または図2のモバイルデバイス115および/または215、ならびに/あ
るいは図12の装置1205によって実装され得るワイヤレス通信のための方法1300の一例を示
すフローチャートを示す。例として、方法1300を、装置1205を参照しながら説明する。ブ
ロック1305において、装置1205は、NCPSについての登録情報を受信し得る。登録情報は、
基地局105(図1)または205(図2)から受信機モジュール1210(図12)を介して受信されてよい
。
【０１１５】
　ブロック1310において、装置1205は、NCPSに登録し得る。ブロック1310の動作は、図12
の登録モジュール1235によって実行されてもよい。
【０１１６】
　ブロック1315において、装置1205は、装置1205が非セルラーRATを介してNCPSからペー
ジングメッセージを受信可能であるかどうかを決定し得る。ブロック1315の動作は、ペー
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ジング能力モジュール1230によって実行されてよい。装置1205が非セルラーページングを
受信可能である場合、ブロック1320において、装置1205は、それと等しく(as much)示す
登録メッセージをネットワークに送信することができる。しかし、装置1205が非セルラー
ページングを受信不可能である場合、ブロック1325において、装置1205は、他のページン
グプロトコルに従ってセルラーページングチャネルを監視することができる。ブロック13
20の動作は、送信機モジュール1220によって実行されてよく、ブロック1325の動作は、受
信機モジュール1210によって実行されてよい。
【０１１７】
　ブロック1330において、装置1205は、上記で説明したように、ネットワークから応答メ
ッセージを受信し得る。したがって、ブロック1335において、装置1205は、セルラー無線
を非活性化してもよい。ブロック1330の動作は、受信機モジュール1210によって実行され
てよく、ブロック1335の動作は、RAT選択モジュール1225によって実行されてよい。
【０１１８】
　図14は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成された装置
1405のブロック図1400を示す。いくつかの例では、装置1405は、図1、図2および/または
図3を参照しながら説明した基地局105、205および/または305のうちの1つまたは複数の基
地局の態様の一例、ならびに/あるいは図8を参照しながら説明した装置805の態様の一例
であり得る。いくつかの例では、装置1405は、LTE/LTE-A基地局の一部であってよく、ま
たはLTE/LTE-A基地局を含んでもよい。他の場合には、装置1405は、図1および/または図2
を参照しながら説明したコアネットワーク130および/または230の態様を示し得る。たと
えば、装置1405は、図2のMME/SGWノード240の1つまたは複数の態様の一例であり得る。装
置1405はプロセッサでもあり得る。装置1405は、受信機モジュール1410、登録およびペー
ジングモジュール1415、および/または送信機モジュール1420を含み得る。これらのモジ
ュールの各々は、互いと通信していてもよい。登録およびページングモジュール1415は、
登録モジュール1425、ページング管理モジュール1430、および/またはNCPSインターフェ
ースモジュール1435を含んでよい。
【０１１９】
　登録モジュール1425は、受信機モジュール1410とともに、モバイルデバイスから登録メ
ッセージを受信するように構成されてよい。登録メッセージは、モバイルデバイスが非セ
ルラーRATを介してページングメッセージを受信可能であることの表示を含んでよい。表
示は、モバイルデバイスがページを受信し得るIPアドレスおよび/またはポート番号を含
んでよい。いくつかの例では、登録メッセージはモビリティ情報を含み、モビリティ情報
は、モバイルデバイスのモビリティステータス、および/または非セルラーRATカバレージ
に対する持続時間の予測を含んでよい。登録モジュール1425はまた、モバイルデバイスの
登録を拒否するように構成されてもよい。拒否は、たとえば、登録メッセージ内で受信さ
れたモビリティ情報に基づくことがある。
【０１２０】
　登録モジュール1425はまた、モバイルデバイスをネットワークに登録するように構成さ
れてよい。いくつかの例では、登録モジュール1425は、送信機モジュール1420とともに、
デバイスが非セルラーRATを介してページングメッセージを受信可能であるように登録さ
れていることを確認するACKメッセージを装置1405からモバイルデバイスに送信するよう
に構成される。追加または代替として、登録モジュール1425は、送信機モジュール1420と
ともに、デバイスが非セルラーRATを介してページングメッセージを受信可能であること
を確認することをモバイルデバイスに要求するメッセージを装置1405からモバイルデバイ
スに送信するように構成されてよい。
【０１２１】
　さらに他の例では、登録モジュール1425は、受信機モジュール1410および/またはNCPS
インターフェースモジュール1435とともに、NCPSから登録情報を受信するように構成され
てよい。登録モジュール1425はまた、送信機モジュール1420とともに、登録情報をモバイ
ルデバイスに送信するように構成されてよい。NCPSからの登録情報は、NCPSのIPアドレス
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またはURLを含んでよい。
【０１２２】
　いくつかの場合には、受信機モジュール1410は、モバイルデバイスに対するダウンリン
クデータ通知をPGWまたはSGWから受信するように構成される。ページング管理モジュール
1430は、送信機モジュール1420とともに、受信されたダウンリンクデータ通知に基づいて
、ページング通知をNCPSからモバイルデバイスに送信するように構成されてよい。ページ
ング通知は、ネットワーク(たとえば、セルラーネットワーク)のページングチャネルを監
視することを求める、モバイルデバイスに対する要求を含んでよい。
【０１２３】
　図15は、図1および/または図2の基地局105および/または205、図2のMME/SGWノード240
、ならびに/あるいは図14の装置1405によって実装され得るワイヤレス通信のための方法1
500の一例を示すフローチャートを示す。例として、方法1500を、装置1405を参照しなが
ら説明する。ブロック1505において、装置1405は、登録情報をNCPSから受信し得る。ブロ
ック1505の動作は、図14の受信機モジュール1410によって実行されてもよい。
【０１２４】
　ブロック1510において、装置1405は、たとえば基地局を介して登録情報をモバイルデバ
イスに送信し得る。ブロック1510の動作は、図14の送信機モジュール1420によって実行さ
れてもよい。
【０１２５】
　ブロック1515において、装置1405は、登録メッセージ(たとえば、TAU更新要求)をモバ
イルデバイスから受信し得る。登録メッセージは、モバイルデバイスが非セルラーRATを
介してページングを受信可能であることの表示を含んでよい。ブロック1515の動作は、図
14の受信機モジュール1410によって実行されてもよい。
【０１２６】
　ブロック1520において、装置1405は、登録を求めているモバイルデバイスが十分なモビ
リティ情報を有するかどうかを決定し得る。モバイルデバイスが十分なモビリティ情報を
持たない場合、ブロック1530において、装置1405は、モバイルデバイスの登録を拒否して
よい。たとえば、モバイルデバイスがTAを通して急速に移動していることを示すモビリテ
ィ情報を、モバイルデバイスが有する場合、またはモバイルデバイスが、しきいの時間期
間の間特定の非セルラーRATのカバレージの下にありそうにない場合、装置1405は、モバ
イルデバイスが非セルラーページングを受信可能であることの表示を有する登録要求を拒
否してよい。ブロック1520および1530の動作は、登録モジュール1425によって実行されて
もよい。
【０１２７】
　モバイルデバイスが十分なモビリティ情報を有する場合、ブロック1540において、装置
1405は、モバイルデバイスを登録し得る。たとえば、装置1405は、TAU更新要求を承認し
、それに応じて、モバイルデバイスに対するページング動作を処理してよい。いくつかの
場合には、ブロック1540の動作は、登録モジュール1425によって実行される。
【０１２８】
　ブロック1550において、装置1405は、ダウンリンクデータ通知をPGWまたはSGWから受信
し得る。ブロック1550の動作は、受信機モジュール1410とともに、ページング管理モジュ
ール1430によって実行されてもよい。
【０１２９】
　したがって、ブロック1560において、装置1405は、ページング通知をNCPSに送信し得る
。ブロック1560の動作は、ページング管理モジュール1430および送信機モジュール1420と
ともに、NCPSインターフェースモジュール1435によって実行されてもよい。
【０１３０】
　次に、図16は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成され
た装置1605のブロック図1600を示す。いくつかの例では、装置1605は、図1、図2および/
または図3を参照しながら説明した基地局105、205および/または305のうちの1つまたは複
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数の基地局の態様の一例、ならびに/あるいは図8を参照しながら説明した装置805の態様
の一例であり得る。いくつかの例では、装置1605は、LTE/LTE-A基地局の一部であってよ
く、またはLTE/LTE-A基地局を含んでもよい。いくつかの場合には、装置1605は、図1およ
び/または図2を参照して説明したコアネットワーク130および/または230の態様を示して
よい。たとえば、装置1605は、図2のNCPS260の態様を示してよい。装置1605はプロセッサ
でもあり得る。装置1605は、受信機モジュール1610、登録およびページングモジュール16
15、および/または送信機モジュール1620を含むことがある。これらのモジュールの各々
は、互いに通信していてもよい。登録およびページングモジュール1615は、登録モジュー
ル1630、ページング管理モジュール1640、および/またはMMEインターフェースモジュール
1650を含むことがある。
【０１３１】
　登録モジュール1630は、モバイルデバイスを装置1605に登録するように構成され得る。
たとえば、受信機モジュール1610は、登録メッセージをモバイルデバイスから受信するよ
うに構成されてよく、登録メッセージは、モバイルデバイスを装置1605に登録するための
基礎であり得る。いくつかの例では、送信機モジュール1620は、登録モジュール1630とと
もに、モバイルデバイスによる使用についての登録情報をMMEに送信するように構成され
てよい。登録情報は、装置1605のIPアドレスおよび/またはURLを含んでよい。
【０１３２】
　追加または代替として、登録モジュール1630および/または送信機モジュール1620は、
登録を確認するメッセージによってモバイルデバイスからの登録メッセージに応答するよ
うに構成されてよい。いくつかの例では、登録を確認するメッセージは、満了時間を含む
。登録モジュール1630はまた、受信機モジュール1610とともに、登録を延長することの要
求を含む延長メッセージをモバイルデバイスから受信するように構成されてよい。
【０１３３】
　ページング管理モジュール1640は、MMEインターフェースモジュール1650および/または
受信機モジュール1610とともに、セルラーネットワークのMMEからページング通知を受信
するように構成されてよい。ページング管理モジュール1640は、送信機モジュール1620と
ともに、ページングメッセージをモバイルデバイスに送信するように構成されてよい。
【０１３４】
　MMEインターフェースモジュール1650はまた、装置1605からのメッセージをMMEに転送す
るように構成されてよい。いくつかの例では、受信機モジュール1610は、モバイルデバイ
スからメッセージを受信するように構成され、MMEインターフェースモジュール1650は、
そのメッセージを転送するように構成される。
【０１３５】
　図17は、図1および/または図2の基地局105および/または205、図2のNCPS260、ならびに
/あるいは図16の装置1605によって実装され得るワイヤレス通信のための方法1700の一例
を示すフローチャートを示す。例として、方法1700を、装置1605を参照しながら説明する
。ブロック1705において、装置1605は、登録情報をMMEに送信し得る。ブロック1705の動
作は、図16の送信機モジュール1620によって実行されてもよい。
【０１３６】
　ブロック1710において、装置1605は、登録メッセージをモバイルデバイスから受信し得
る。登録メッセージは、MMEに送信される登録情報に基づくか、または登録情報を含むこ
とがある。ブロック1710の動作は、図16の受信機モジュール1610によって実行されてもよ
い。
【０１３７】
　ブロック1715において、装置1605は、モバイルデバイスを登録し得る。ブロック1715の
動作は、登録モジュール1630によって実行されてもよい。
【０１３８】
　ブロック1720で、装置は、ページング通知をMMEから受信し得る。ブロック1720の動作
は、受信機モジュール1610とともに、MMEインターフェースモジュール1650によって実行
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されてもよい。次いで、ブロック1730において、装置は、登録モジュール1630を介して、
モバイルデバイスの登録期間が経過したかどうかを決定してよい。モバイルデバイスの登
録期間が経過した場合、装置1605は、(たとえば、MMEインターフェースモジュール1650を
介して)MMEに通知してよく、ブロック1740において、MMEは、モバイルデバイスをページ
ングするのを控える。しかし、登録期間が経過していない場合、ブロック1750において、
装置1605は、非セルラーRATを介してページングメッセージをモバイルデバイスに送信し
てよい。ブロック1750の動作は、送信機モジュール1620とともに、ページング管理モジュ
ール1640によって実行されてもよい。
【０１３９】
　図18は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの様々なノード間の通信
1800の一例を示すメッセージフロー図を示す。ワイヤレス通信システムのノードは、前述
の諸図面を参照しながら説明したモバイルデバイス115および215、基地局105、WLAN AP23
5、MME/SGWノード240、NCPS260、ならびにPGW/SGWノード245の例であり得る、モバイルデ
バイス1815、基地局1805、AP1810、MME1840、およびPGW/SGW1830を含み得る。加えて、い
くつかの例では、メッセージフロー図は、図12、図14および図16の装置1205と装置1405お
よび1605との間の通信を反映することがある。
【０１４０】
　上述のように、非セルラーページングは、ページング情報をモバイルデバイス1815に配
信するために、IPトラフィックを使用してもたらされ得る。このページング情報は、セル
ラーページングチャネルを介して配信される情報と同じ情報であり得る。NCPS1860は、MM
E1840と通信中であってよい。NCPSは、登録情報1841をMME1840に送信してもよい。この登
録情報1841は、NCPSのIPアドレスまたはURLを含んでよい。MME1840は、シグナリング1842
内の登録情報を基地局1805に伝達してよく、登録情報は、モバイルデバイス1815へのブロ
ードキャストまたはユニキャスト1844であってよく、したがってセルラー無線を介してモ
バイルデバイス1815によって受信されてもよい。いくつかの例では、MME1840からのシグ
ナリング1842は、UEへのOM ADM構成において(たとえば、ANDSFにおいて)送信されるか、
またはMME1840からのシグナリング1842は、モバイルデバイス1815がTAU更新要求に接続す
るか、または登録するとき、NASレイヤシグナリング内で送信されてもよい。
【０１４１】
　モバイルデバイス1815は、登録メッセージ1846を非セルラーRAT AP1810に送信してよく
、登録メッセージ1846は、メッセージ1848内でNCPS1860に転送されてよい。登録メッセー
ジ1846は、モバイルデバイス1815の識別情報を含んでよく、その識別情報は、MME1840の
ネットワーク上で使用するときの一時的識別情報のうちの1つであってよい。NCPS1860は
、登録の確認応答1850を送信してよく、AP1810は、確認応答メッセージ1852をモバイルデ
バイス1815に転送してよい。次いで、モバイルデバイス1815は、NCPS1860とのセッション
を維持することができる。たとえば、モバイルデバイス1815は、それのステータスを周期
的に、またはIPアドレスが変化する際にリフレッシュすることができる。IPv4トラフィッ
クをページングのために使用する実装形態など、いくつかの場合には、NCPSとのこのセッ
ションは、トラフィックがネットワークアドレス変換(NAT)を素通りすることを可能にし
、モバイルデバイス1815およびNCPS1860は、ページングがどのように配信されるか(たと
えば、ポート番号、IPアドレスバージョン、など)について交渉することができる。
【０１４２】
　NCPS1860に登録する際に、モバイルデバイス1815は、登録メッセージ1854(たとえば、T
AU更新要求)を送信してよく、登録メッセージ1854は、基地局1805からMME1840に1856とし
て転送され得る。登録メッセージ1854は、モバイルデバイス1815が非セルラーRATを介し
てページングメッセージを受信可能であることの表示を含んでよい。登録メッセージ1854
はまた、NCPS1860の識別情報を提供してもよい。または、NCPSが配備されないいくつかの
場合には、モバイルデバイス1815は、NCPSに登録せず、非セルラーRATを介してページン
グを配信する方法をMME1840に提供してもよい。たとえば、特定の、構成されたIPアドレ
スおよびポート番号上のダミートラフィックを利用する。MME1840は、確認応答メッセー
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ジ1858を提供してよく、確認応答メッセージ1858は、基地局1805からモバイルデバイス18
15に1861として転送され得る。確認応答メッセージ1858は、モバイルデバイス1815のMME1
840への登録を確認し得る。
【０１４３】
　いくつかの例では、登録メッセージ1854はまた、モビリティコンテキスト情報、たとえ
ばモバイルデバイス1815は移動しているかどうか、および/または今後移動しそうかどう
かに関連する情報を含むことがある。MME1840は、モビリティ情報に基づいて、および/ま
たはモバイルデバイス1815の現在のエリア内で、連続的な非セルラーカバーが可能である
かどうかの知識に基づいて、モバイルデバイス1815の登録を拒否することがある。
【０１４４】
　モバイルデバイス1815がMME1840および/またはNCPS1860に登録されると、モバイルデバ
イス1815は、それのセルラー無線を非活性化してよい。次いで、一定の間隔で、たとえば
登録プロセス中にNCPS1860もしくはMME1840によって設定された間隔で、またはNCPS1860
もしくはモバイルデバイス1815の要求に応じて、モバイルデバイス1815は、システム情報
を再取得するため、もしくは非セルラー技術によってページングを受信する能力を確認す
るため、もしくはモビリティコンテキスト情報を更新するために、基地局1805と再同期す
るために、セルラー無線を一時的に再活性化することができる。モバイルデバイス1815は
また、モバイルデバイス1815が、セルラー無線がアクティブである間にNCPS1860との接続
を有することを、MME1840を用いて確認することができる。
【０１４５】
　代替として、モバイルデバイス1815は、再同期するため、およびシステム情報を読み取
るためだけに、セルラー無線を一時的に再活性化することができる。そのような場合、モ
バイルデバイス1815は、モバイルデバイス1815がNCPS1860との接続を有することをMME184
0を用いて確認するために、メッセージをNCPS1860を介してMME1840に送信してよい。NCPS
1860は、MME1840の識別情報のマッピングに基づいて、または登録時にモバイルデバイス1
815に提供されたIPアドレスもしくはポート番号に基づいて、メッセージをMME1840に送付
してよい。いくつかの例では、モバイルデバイス1815がNCPS1860との接続をどのように確
認するかにかかわらず、モバイルデバイス1815はまた、モバイルデバイス1815が位置する
TAをMME1840に提供してよい。モバイルデバイス1815はまた、以下で説明するように、セ
ンサ情報、たとえば自動車、バス、列車などの車両内のWiFiサービスを伴うシナリオにお
いて同期動作のレートはより高くあるべき、に基づいて、測定および/または確認をトリ
ガすることがある。
【０１４６】
　いくつかの場合には、モバイルデバイス1815が、非セルラーRAT接続を(たとえば、移動
、ユーザの意図的行為などによって)失った場合、モバイルデバイス1815は、直ちにセル
ラー無線を活性化し、MME1840との登録を解除するプロセスを開始してよい。MME1840は、
場合によっては、そのような登録解除をNCPSに知らせることがある。いくつかの例では、
たとえば、モバイルデバイス1815が、たとえば変化した信号強度によって接続の喪失が差
し迫っていることを予測し得る場合、モバイルデバイス1815は、接続が喪失する前にその
ような行為を行うことがある。
【０１４７】
　ページングが開始されると、ページング情報が、ページングエンティティ(たとえば、M
ME1840)によってNCPS1860に提供され得る。モバイルデバイス1815が、NCPS1860に登録さ
れている場合、NCPS1860は、非セルラーRATを介してモバイルデバイス1815をページング
してよい。たとえば、PGW/SGW1830は、ダウンリンクデータ通知1862をMME1840に送信して
よい。MME1840は、ページ通知1864をNCPS1860に送信してよい。今度は、NCPS1860が、ペ
ージングメッセージ1866をAP1810に送信してよく、ページングメッセージ1866は、ページ
ングメッセージ1868内でモバイルデバイス1815に転送されてよい。次いで、モバイルデバ
イス1815は、MME1840によって規定される行動に従って(たとえば、TAU内で)ページングメ
ッセージに応答してよい。
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【０１４８】
　いくつかの場合には、MME1840は、タイマーを開始してよく、タイマーは、MME1840がモ
バイルデバイス1815から確認または更新のメッセージを受信するまで動作してよい。モバ
イルデバイス1815がMME1840と通信する前にタイマーが満了する場合、MME1840は、最新の
モバイルデバイス1815のTAを使用して通常のセルラーページングおよび登録プロセスを開
始してよい。
【０１４９】
　代替として、MME1840は、セルラーページングプロセスが必要であることの表示だけをN
CPS1860に提供してよく、NCPS1860は、ページング警報メッセージを非セルラーRATを介し
てモバイルデバイス1815に送信してもよい。そのような場合、モバイルデバイス1815は、
ページング警報メッセージを確認し、その後、モバイルデバイス1815は、モバイルデバイ
ス1815がアイドルで非アクティブな期間から抜け出しているかのようにそれのセルラー無
線をアクティブにしてよく、ページングメッセージが、通常のセルラーページング動作に
従ってモバイルデバイス1815に送信され得る。
【０１５０】
　次に、図19は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するように構成され
た装置1905のブロック図1900を示す。装置1905は、図1、図2および/または図3を参照しな
がら説明したモバイルデバイス115、215および/または315のうちの1つまたは複数の態様
の一例であり得る。装置1905はまた、図4を参照しながら説明した装置405の一例であり得
る。装置1905は、図4の装置405の対応するモジュールの例であり得る、受信機モジュール
1910、ワイヤレス通信管理モジュール1915、および/または送信機モジュール1920を含み
得る。装置1905はまた、プロセッサ(図示せず)を含み得る。これらの構成要素の各々は、
互いと通信していてもよい。ワイヤレス通信管理モジュール1915は、サービス識別モジュ
ール1925、接続識別モジュール1930、登録メッセージモジュール1935、および/または報
告ポリシーモジュール1940を含み得る。受信機モジュール1910および送信機モジュール19
20は、それぞれ、図4の受信機モジュール410および送信機モジュール420の機能を実行し
得る。
【０１５１】
　サービス識別モジュール1925は、ネットワークに対して、サービスを識別するように、
または登録メッセージ内に含めるように構成されてよい。本明細書で使用されるサービス
は、モバイルデバイスおよび/またはネットワーク上で動作可能な通信タイプ(たとえば、
音声、データ、など)および/またはアプリケーションに関することがある。サービス識別
モジュール1925は、アクティブなサービス(たとえば、装置1905においてアクティブなサ
ービス)のセットからサービスを識別して登録メッセージ内に含めるように構成されてよ
い。追加または代替として、サービス識別モジュール1925は、ネットワークに関連付けら
れたサービスのセットからサービスを識別して登録メッセージ内に含めるように構成され
てよい。
【０１５２】
　接続識別モジュール1930は、ネットワークに対して、利用可能な接続を識別して登録メ
ッセージ内に含めるように構成されてよい。本明細書で使用される利用可能な接続は、モ
バイルデバイスが通信することができるRAT、基地局、アクセスポイント、および/または
ネットワークを含んでよい。いくつかの例では、接続識別モジュール1930は、RATのセッ
トから利用可能な接続を識別して登録メッセージ内に含めるように構成される。追加また
は代替として、接続識別モジュール1930は、利用可能なネットワークのセットから利用可
能な接続を識別して登録メッセージ内に含めるように構成されてよい。利用可能なネット
ワークのリストまたはセットは、共通の事業者によって制御されるネットワークを含んで
よく、または利用可能なネットワークのリストは、複数の事業者によって制御されるネッ
トワークを含んでもよい。
【０１５３】
　登録メッセージモジュール1935は、サービス識別モジュール1925および/または接続識
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別モジュール1930とともに、識別されたサービスおよび/または利用可能な接続を含む登
録メッセージを生成するように構成されてよい。たとえば、登録メッセージモジュール19
35は、モバイルデバイスに対するサービスおよび利用可能な接続を含むTAU更新要求を生
成してよい。登録メッセージモジュール1935は、送信機モジュール1920とともに、登録メ
ッセージをネットワークに送信してよい。
【０１５４】
　報告ポリシーモジュール1940は、サービスおよび/または利用可能な接続の報告を統制
するポリシーを維持し参照するように構成してよい。報告ポリシーは、ネットワークから
(たとえば、受信機モジュール1910を介して)装置1905において受信してよい。または、い
くつかの場合には、装置1905は、セット報告ポリシーを用いて構成されることがある。他
の例では、装置1905のユーザは、表示統制サービスおよび/または報告するのに利用可能
な接続を提供してよい。報告ポリシーモジュール1940は、報告ポリシーまたはユーザ表示
が登録メッセージ内に含まれるサービスに適用されると決定するように構成されてよい。
追加または代替として、報告ポリシーモジュール1940は、報告ポリシーまたはユーザ表示
が、登録メッセージ内に含まれる利用可能な接続に適用されると決定するように構成され
てよい。したがって、サービス識別モジュール1925および/または接続識別モジュール193
0は、それぞれ、報告ポリシーまたはユーザ表示に基づいてサービスまたは利用可能な接
続を識別するように構成されてよい。
【０１５５】
　報告ポリシーは、更新された登録メッセージをいつ提供するかについてのネットワーク
表示(たとえば、TAU更新要求)を含むことがある。たとえば、受信機モジュール1910は、
そのようなネットワーク表示を受信するように構成されてよく、ネットワーク表示は、サ
ービスおよび/または接続情報を識別して更新された登録メッセージ内に含めることにお
いて、装置1905が(たとえば、サービス識別モジュール1925および/または接続識別モジュ
ール1930を介して)適用する基準のセットを含んでよい。
【０１５６】
　いくつかの例では、受信機モジュール1910は、ネットワークから応答メッセージを受信
するように構成される。応答メッセージは、登録メッセージモジュール1935または装置19
05の他の構成要素によって適用される登録プロシージャを含むことがある。登録プロシー
ジャは、ネットワークの必要に応じて、ページングDRXサイクル、デバイスが登録し得るT
A、デバイスが登録し得るセルの数、またはデバイスが登録し得る期間(たとえば、タイマ
ー)のうちの少なくとも1つを含んでよい。
【０１５７】
　次に、図20は、図1および/または図2のモバイルデバイス115および/または215、ならび
に/あるいは図19の装置1905によって実装され得るワイヤレス通信のための方法2000の一
例を示すフローチャートを示す。例として、方法2000を、装置1905を参照しながら説明す
る。ブロック2005において、装置1905は、サービスおよび/または利用可能な接続を報告
することを決定し得る。なぜならば、たとえば、装置1905は、サービングセルのSIB 1内
で公表される現在のTAまたはセルIDが、装置1905におけるTAおよび/またはセルIDのリス
トに記載されていないと決定したからである。ブロック2010において、装置1905は、報告
ポリシーが、登録メッセージ内に含まれるべきサービスおよび/または利用可能な接続に
適用されるかどうかを決定してよい。ブロック2010の動作は、図19の報告ポリシーモジュ
ール1940によって実行されてもよい。
【０１５８】
　ポリシーが適用される場合、ブロック2015において、装置1905は、ポリシーに従ってサ
ービスおよび/または利用可能な接続を識別し得る。または、ポリシーが適用されない場
合、ブロック2020において、装置1905は、たとえば上記で説明したサービスおよび/また
は利用可能な接続のセットから、サービスおよび/または利用可能な接続を識別し得る。
ブロック2015および2020の動作は、図19のサービス識別モジュール1925および接続識別モ
ジュール1930によって実行されてもよい。
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【０１５９】
　ブロック2025において、装置1905は、識別されたサービスおよび/または利用可能な接
続を含む登録メッセージを送信し得る。ブロック2025の動作は、図19の送信機モジュール
1920によって実行されてもよい。
【０１６０】
　ブロック2030において、装置1905は、ネットワークから応答を受信し得る。ブロック20
30の動作は、図19の受信機モジュール1910によって実行されてもよい。
【０１６１】
　次に、図21は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するための装置2105
のブロック図2100を示す。いくつかの例では、装置2105は、図1、図2および/または図3を
参照しながら説明した基地局105、205および/または305のうちの1つまたは複数の基地局
の態様の一例、ならびに/あるいは図8を参照しながら説明した装置805の態様の一例であ
り得る。いくつかの例では、装置2105は、LTE/LTE-A基地局の一部であってよく、またはL
TE/LTE-A基地局を含んでもよい。他の場合には、装置2105は、図1および図2を参照して説
明したコアネットワーク130および/または230の態様を示すことがある。たとえば、装置2
105は、図2のMME/SGWノード240の1つまたは複数の態様の一例であってよい。または、装
置2105は、図2のNCPS260の態様を示し得る。装置2105はまた、プロセッサであってもよい
。装置2105は、受信機モジュール2110、登録およびページングモジュール2115、および/
または送信機モジュール2120を含むことがある。これらのモジュールの各々は、互いに通
信していてもよい。登録およびページングモジュール2115は、登録モジュール2130、ペー
ジング管理モジュール2140、および/またはPDN接続モジュール2150を含んでよい。
【０１６２】
　登録モジュール2130は、登録メッセージ内に含まれるサービスまたは利用可能な接続に
全体的または部分的に基づいてモバイルデバイスに対する登録プロシージャを決定するよ
うに構成され得る。登録プロシージャは、ページングDRXサイクル、モバイルデバイスが
登録すべきTA、モバイルデバイスが登録すべきセルの数、またはモバイルデバイスが登録
すべき期間のうちの少なくとも1つを含んでよい。登録モジュール2130は、送信機モジュ
ール2120を介して送信され得る登録プロシージャを含む応答メッセージを生成してよい。
【０１６３】
　登録メッセージ内に含まれるサービスは、モバイルデバイスにおいてアクティブなサー
ビス、装置2105のネットワークに関連付けられたサービス、および/または報告ポリシー
もしくはユーザ表示に基づいて報告されたサービスを含んでよい。追加または代替として
、登録メッセージ内に含まれる利用可能な接続は、モバイルデバイスがワイヤレス通信し
ているRAT、モバイルデバイスがワイヤレス通信している利用可能なネットワーク、およ
び/または報告ポリシーもしくはユーザ表示に基づいて報告される利用可能な接続を含ん
でよい。いくつかの例では、応答メッセージは、更新された登録メッセージをいつ提供す
るかの表示を含み、応答メッセージは、サービスおよびまたは接続情報を識別して更新さ
れた登録メッセージ内に含めることに対して、モバイルデバイスが適用する基準のセット
を含んでよい。
【０１６４】
　いくつかの例では、ページング管理モジュール2140は、登録メッセージ内に含まれるサ
ービスの最小の待ち時間の関数としてページングDRXサイクルを決定するように構成され
る。たとえば、登録メッセージ内に含まれるサービスが音声、ストリーミングオーディオ
、ストリーミングビデオ、ビデオテレフォニー、および双方向ゲーミングを含む場合、ペ
ージングDRXサイクルは、それらのサービスのうちのどれが最小の待ち時間を有するかに
従って決定してよい。代替として、ページング管理モジュール2140は、登録メッセージ内
に含まれるサービスの最大の待ち時間の関数としてページングDRXサイクルを決定するよ
うに構成されてもよい。いくつかの場合には、ページング管理モジュール2140は、ページ
ングの不在を、たとえば応答メッセージを介して示すように構成される。さらに他の例で
は、ページング管理モジュール2140は、登録メッセージ内に含まれるサービスに基づいて
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モバイルデバイスに対するページング頻度を識別するように構成される。登録モジュール
2130は、ページング管理モジュール2140とともに、識別されたページング頻度に従って生
成されるモバイル着信(MT)トラフィックに基づいて、モバイルデバイスが登録すべきトラ
ッキングエリア、モバイルデバイスが登録すべきセルの数、またはモバイルデバイスが登
録すべき期間を決定してよい。
【０１６５】
　いくつかの場合には、PDN接続モジュール2150は、モバイルデバイスに対するPDN接続の
セットを識別するように構成される。したがって、登録モジュール2130は、登録メッセー
ジ内に含まれるサービスが、識別されたPDN接続に基づいて装置2105に関連付けられたネ
ットワーク内でアクティブであるかどうかを決定してよい。
【０１６６】
　次に、図22は、図1および/または図2の基地局105および/または205、図2のMME/SGWノー
ド240、ならびに/あるいは図21の装置2105によって実装され得るワイヤレス通信のための
方法2200の一例を示すフローチャートを示す。例として、方法2200を、装置2105を参照し
ながら説明する。ブロック2205において、装置2105は、登録メッセージをモバイルデバイ
スから受信し得る。ブロック2205の動作は、図21の受信機モジュール2110によって実装さ
れてもよい。
【０１６７】
　ブロック2210において、装置2105は、登録プロシージャを決定し得る。ブロック2210の
動作は、登録モジュール2130によって実行されてもよい。いくつかの例では、登録プロシ
ージャを決定するステップは、ブロック2215において、ページングサイクルを実施するか
またはページングを控えるかを決定するステップを伴うことがある。ページングサイクル
が実施されるべきでない場合、ブロック2220において、装置2105は、ページングの不在を
示す応答メッセージを送信し得る。しかし、ページングサイクルが実施されるべきである
場合、ブロック2225において、デバイスは、上記で説明したページングサイクルに対する
ページングDRXを決定し得る。ブロック2215および2225の動作は、図21のページング管理
モジュール2140によって実行されてよく、ブロック2220の動作は、図21の送信機モジュー
ル2120によって実行されてよい。
【０１６８】
　いくつかの例では、ブロック2230において、装置2105は、登録メッセージ内に含まれる
サービスに基づいてページングサイクルのページング頻度を識別し得る。ブロック2230の
動作は、図21のページング管理モジュール2140によって実行されてもよい。ブロック2235
において、装置2105は、識別されたページング頻度に従って生成されたMTに基づいて、TA
、セルの数、および/または登録期間を決定し得る。ブロック2235の動作は、図21の登録
モジュール2130によって実行されてもよい。
【０１６９】
　方法2200はまた、ブロック2240において、上記で説明したPDN接続のセットを識別する
ステップを含み得る。ブロック2245において、装置2105は、登録メッセージ内に含まれる
サービスが、装置2105のネットワーク内でアクティブであるかどうかを決定し得る。ブロ
ック2245の動作は、PDN接続モジュール2150によって実行されてもよい。次いで、ブロッ
ク2220において、装置2105は、登録プロシージャを含む応答メッセージを送信し得る。
【０１７０】
　図23は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信2300を示すメッセージフロー図を
示す。図は、前述の諸図面を参照しながら説明した、モバイルデバイス115および215、基
地局105、ならびにMME/SGWノード240の例であり得る、モバイルデバイス2315と、基地局2
305と、MME2340との間の通信を示す。加えて、いくつかの例では、図は、図19および図21
の装置1905と装置2105との間の通信を示す。
【０１７１】
　ブロック2330において、トリガリングイベント(たとえば、ポリシー、SIB情報、および
/またはタイマー満了)は、モバイルデバイス2315をトリガして登録メッセージ2332(たと
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えば、TAU更新要求)を送信させることができる。次いで、基地局2305は、登録メッセージ
2334をMME2340に転送してよい。登録メッセージ2332は、モバイルデバイス2315のページ
ングおよび登録構成の効率を増大させるように構成されてよく、モバイルデバイス2315に
よるアクセスのためのアクティブなサービスおよび/または利用可能な接続のセットに基
づくことができる。たとえば、登録メッセージ2332は、モバイルデバイス内で現在アクテ
ィブなサービスのリスト、および/またはモバイルデバイス2315がキャンプオンされてい
るかまたは接続されているかのいずれかであるアクセス技術(たとえば、RAT)もしくはネ
ットワークのリストを含んでよい。いくつかの場合には、登録メッセージ2332は、各サー
ビスに対して、サービスに関連付けられたデフォルト接続を含むことがある。したがって
、登録メッセージ2332は、サービスと接続の組合せを示し得る。
【０１７２】
　いくつかの例では、登録メッセージ2332はまた、モバイルデバイス2315をページングす
るエリアがどれほどの大きさであるかをMME2340が認識すること、およびページングDRXサ
イクルを決定することを支援するために、追加の情報を提供することがある。たとえば、
登録メッセージ2332はまた、モバイルデバイス2315の近傍にあるかまたは今後の経路上に
あるセルを示すために、モバイルデバイス2315に対するTAまたはセルIDのリストを含むこ
とがある。たとえば、モバイルデバイス2315は、モバイルデバイス2315上で作動するマッ
プアプリケーションに基づく地理的宛先またはアドレスを示してよく、マップアプリケー
ションは、アクティブなトリップを示す。
【０１７３】
　追加または代替として、登録メッセージ2332は、モバイルデバイス2315に対するコンテ
キストを含むことがある。いくつかの例では、モバイルデバイス2315はスマートフォンで
あってよく、モバイルデバイス2315は、ページングおよび登録に対するネットワークの決
定を改善するコンテキストをネットワークに提供するために、モバイルデバイス2315の特
徴のいくつかを活用することが可能である。コンテキスト情報は、モバイルデバイス2315
のロケーションに関連する情報を含むことがある。たとえば、モバイルデバイス2315は、
車両(たとえば、自動車、列車、バイク、飛行機、など)の中で移動中であることがあり、
モバイルデバイス2315は、特定のトラフィックフロー(たとえば、ハイウェイまたは都市
のトラフィック)の影響を受けることがある。モバイルデバイス2315は、屋外にある(たと
えば、歩行者であり、動かない、など)ことがあり、または屋内にある(たとえば、ユーザ
の手またはポケットの中にある、充電中でユーザから離れている、など)ことがある。モ
バイルデバイス2315は、たとえばユーザの事務所(たとえば、ミーティング中、会議中、
など)またはユーザの家において、特定の予期される使用を伴うロケーションにあること
がある。コンテキストはまた、たとえばモバイルデバイス2315上で作動している現在のア
プリケーションに基づいて、どれほどの量のトラフィックが予期されるかの表示を含むこ
とがある。追加または代替として、コンテキストは、モバイルデバイス2315の状態(たと
えば、画面オン/オフ、ホルスターまたはケース内、積極的使用、など)を含むことがある
。したがって、登録メッセージ2332は、バッテリステータス、モビリティステータス、物
理的ロケーションなどのコンテキスト情報を含むことがある。
【０１７４】
　登録メッセージ内の追加の情報(たとえば、サービスおよび/または接続)は、登録プロ
シージャがモバイルデバイス2315によってより頻繁にトリガされることを引き起こすこと
がある。したがって、登録プロシージャが不必要に頻繁にトリガされることを回避するた
めに、MME2340は、応答メッセージの一部として、登録をトリガするための特定の変化を
含むことがある。MME2340は、登録するとき、および登録を控えるときを示す追加のトリ
ガをモバイルデバイス2315に提供することがある。
【０１７５】
　ブロック2335において、MME2340は、登録プロシージャを応答メッセージ内で生成し得
る。アクティブなサービスおよび接続のリストに基づいて、MME2340は、TAIリストを決定
してよく、TAIリストは、モバイルデバイス2315が登録を要求されているTAおよびセルID



(40) JP 6456478 B2 2019.1.23

10

20

30

40

50

のすべてのセルを含んでよい。たとえば、ページングおよび登録エリアは、MME2340にモ
バイルデバイス2315を頻繁にページングさせ得るサービスだけに低減されてよく、この低
減によって、ページング負荷および/またはMME2340が監視するエリアが低減され得る。代
替として、たとえば、モバイルデバイス2315がページングを確約するアクティブなサービ
スを持たない場合に、MME2340は、登録負荷を低減し得、それは、大きいエリアまたは長
期間のTAUタイマーを設定することによって達成され得る。
【０１７６】
　いくつかの場合には、MME2340は、たとえば、アクティブなサービスのサービス要件に
基づいてページングDRXサイクルを設定してよい。たとえば、音声は、ページングに対し
てより小さい待ち時間を要求してもよいが、バックグラウンドのデータページングは、モ
バイルデバイス2315がページングのために頻繁にウェイクアップしないことによって節電
することを可能にするために、遅延されてもよい。
【０１７７】
　ネットワーク(たとえば、MME2340)は、登録のためのコールをサービスする1ビットを用
いて、サービスがアクティブまたは非アクティブになるときを示し得る。たとえば、MME2
340は、アクティブまたは非アクティブになったときに、登録をトリガするサービスのサ
ービスリスト(たとえば、サービスのセット)を提供し得る。このことが、たとえば、音声
サービスが活性化され、現在のページングDRXサイクルが、音声ページングを容易にサポ
ートするには長すぎる場合に、ページングのために十分な待ち時間を提供するのを支援し
得る。
【０１７８】
　同様に、MME2340は、コンテキストおよび利用可能なRATに対する、ならびにモビリティ
変化に対する表示を決定して提供することができる。たとえば、MME2340は、モバイルデ
バイス2315に対して利用可能または利用不可能になったときに、登録をトリガするネット
ワークまたはRATの接続リスト(たとえば、接続のセット)を提供し得る。たとえば、デー
タオンリーのモバイルデバイス2315がWLANへの接続を示す場合、すべてのデータサービス
がWLAN上にあるならば、ネットワークは、モバイルデバイス2315をページングしないこと
を選択してもよい。しかし、WLAN接続が失われると、モバイルデバイス2315は、データサ
ービスを元のセルラーRATに移動するために、登録するようにトリガされてよく、それに
よって、モバイルデバイス2315は、そのようなサービスによって到達可能になる。
【０１７９】
　登録プロシージャを決定し、応答を生成すると、MME2340は、登録プロシージャを用い
て応答メッセージ2336(トリガリング情報を含む)を送信してよく、応答メッセージ2336は
、TAUメッセージまたはTAU更新承認メッセージ内にあってよい。次いで、基地局2305は、
応答メッセージ2338をモバイルデバイス2315に転送し得る。いくつかの例では、モバイル
デバイス2315は、確認応答(ACK)メッセージ2342を送信してよく、TAU更新承認が確認され
る。これは、基地局2305を介するMME2340へのTAU完了メッセージの形態であってよい。
【０１８０】
　図24は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するためのシステム2400の
ブロック図を示す。システム2400はモバイルデバイス2405を含んでよく、モバイルデバイ
ス2405は、図1、図2および/または図3のモバイルデバイス115、215および/または315の一
例であり得る。モバイルデバイス2405はまた、図4、図5、図12および/または図19の装置4
05、505、1205および/または1905の1つまたは複数の態様の一例であり得る。
【０１８１】
　モバイルデバイス2405は、通信を送信するための構成要素と通信を受信するための構成
要素とを含む、双方向ボイスおよびデータ通信のための構成要素を含み得る。モバイルデ
バイス2405は、アンテナ2440、第1のRATトランシーバモジュール2450、第2のRATトランシ
ーバモジュール2455、プロセッサモジュール2410、およびメモリ2415(ソフトウェア(SW)2
420を含む)を含み得、それぞれが、直接的または間接的に(たとえば、1つまたは複数のバ
ス2445を介して)相互に通信し得る。第1のRATトランシーバモジュール2450は、上で説明
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したように、アンテナ2440および/または1つまたは複数のワイヤードまたはワイヤレスリ
ンクを介して、第1のRAT(たとえば、LTE/LTE-Aネットワーク)に従って動作する1つまたは
複数のネットワークと双方向に通信するように構成され得る。たとえば、第1のRATトラン
シーバモジュール2450は、図1、図2および/または図3を参照しながら説明した基地局105
、205および/または基地局/AP305と双方向に通信するように構成され得る。第2のRATトラ
ンシーバモジュール2455は、上で説明したように、アンテナ2440および/または1つまたは
複数のワイヤードまたはワイヤレスリンクを介して、第2のRAT(たとえば、WLAN)に従って
動作する1つまたは複数のネットワークと双方向に通信するように構成され得る。たとえ
ば、第2のRATトランシーバモジュール2455は、図1、図2および/または図3を参照しながら
説明したWLAN AP135および/または235、ならびに/あるいは基地局/AP335と双方向に通信
するように構成され得る。トランシーバモジュール2450、2455の各々は、パケットを変調
し、変調されたパケットを送信のためにアンテナ2440に与え、アンテナ2440から受信され
たパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。モバイルデバイス2405は単一
のアンテナ2440を含み得るが、モバイルデバイス2405は複数のワイヤレス送信を同時に送
信および/または受信することができる複数のアンテナ2440を有し得る。
【０１８２】
　モバイルデバイス2405は、ワイヤレス通信管理モジュール2425を含んでよく、ワイヤレ
ス通信管理モジュール2425は、図4、図5、図12および/または図19を参照しながら説明し
たワイヤレス通信管理モジュール415、515、1215および/または1915に対して上記で説明
した機能を実行し得る。モバイルデバイス2405はまた、上記で説明したものと同様に、異
なるRATを使用する通信のための動作を実行し、ページ送信内に含まれるサービス情報に
基づいて異なるRATとの通信を開始し得る、第1のRAT通信モジュール2430と第2のRAT通信
モジュール2435とを含み得る。
【０１８３】
　メモリ2415は、ランダムアクセスメモリ(RAM)と読出し専用メモリ(ROM)とを含んでもよ
い。メモリ2415は、実行されたとき、プロセッサモジュール2410に、本明細書で説明する
様々な機能(たとえば、ページングおよびページ応答、登録、など)を実行させるように構
成された命令を含む、コンピュータ可読コンピュータ実行可能のソフトウェア/ファーム
ウェアコード2420を記憶し得る。代替として、コンピュータ可読コンピュータ実行可能の
ソフトウェア/ファームウェアコード2420は、プロセッサモジュール2410によって直接実
行可能でなくてもよいが、(たとえば、コンパイルされ、実行されたとき)モバイルデバイ
ス2405に、本明細書で説明する機能を実行させるように構成されてもよい。プロセッサモ
ジュール2410は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば、中央処理装置(CPU
)、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路(ASIC)などを含んでもよい。
【０１８４】
　図25は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信で使用するためのシステム2500の
ブロック図を示す。システム2500は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信内で使
用するための基地局2505(たとえば、eNBの一部または全部を形成する基地局)を含み得る
。いくつかの例では、基地局2505は、図1、図2および/または図3を参照しながら説明した
基地局105、205および/または305のうちの1つまたは複数の基地局の態様、ならびに/ある
いは図8、図9、図14、図16および/または図21を参照しながら説明したように、基地局と
して構成されたときの装置805、905、1405、1605および/または2105のうちの1つまたは複
数の装置の態様の一例であり得る。基地局2505は、前述の諸図面を参照しながら説明した
基地局および/または装置の特徴および機能のうちの少なくとも一部を実施するかまたは
容易にするように構成されてよい。
【０１８５】
　基地局2505は、基地局プロセッサモジュール2510、基地局メモリモジュール2520、少な
くとも1つの基地局トランシーバモジュール(基地局トランシーバモジュール2550によって
代表される)、少なくとも1つの基地局アンテナ(基地局アンテナ2555によって代表される)
、および/または登録およびページングモジュール2515を含んでもよい。基地局2505はま
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た、基地局通信モジュール2530および/またはネットワーク通信モジュール2540の1つまた
は両方を含んでもよい。これらのモジュールの各々は、1つまたは複数のバス2535を介し
て、互いに、直接または間接的に通信していてよい。
【０１８６】
　基地局メモリモジュール2520は、RAMおよび/またはROMを含んでもよい。基地局メモリ
モジュール2520は、実行されたとき、ワイヤレス通信に関連して本明細書で説明する様々
な機能を基地局プロセッサモジュール2510に実行させるように構成される命令を含む、コ
ンピュータ可読コンピュータ実行可能のソフトウェア/ファームウェアコード2525を記憶
してもよい。代替として、コンピュータ可読コンピュータ実行可能のソフトウェア/ファ
ームウェアコード2525は、基地局プロセッサモジュール2510によって直接実行可能でなく
てもよいが、(たとえば、コンパイルされ、実行されたとき)本明細書で説明する様々な機
能を基地局2505に実行させるように構成されてもよい。
【０１８７】
　基地局プロセッサモジュール2510は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえ
ば中央処理装置(CPU)、マイクロコントローラ、ASIC等を含んでもよい。基地局プロセッ
サモジュール2510は、基地局トランシーバモジュール2550、基地局通信モジュール2530、
および/またはネットワーク通信モジュール2540を介して受信された情報を処理すること
ができる。基地局プロセッサモジュール2510はまた、アンテナ2555を介して送信するため
にトランシーバモジュール2550に、1つまたは複数の他の基地局2575および2580に送信す
るために基地局通信モジュール2530に、ならびに/またはコアネットワーク2545に送信す
るためにネットワーク通信モジュール2540に送信されるべき情報を処理してよく、それは
、図1および/または図2を参照しながら説明したコアネットワーク130および/または230の
1つまたは複数の態様の一例であり得る。基地局プロセッサモジュール2510は、本明細書
で説明するページングおよび登録の様々な態様を、単独で、または登録およびページング
モジュール2515とともに、取り扱うことができる。いくつかの例では、登録およびページ
ングモジュール2515は、本明細書で説明するページングおよび登録の様々な態様を取り扱
い得るページングポリシーモジュール2560と、ページング管理モジュール2565と、登録モ
ジュール2570とを含んでもよい。
【０１８８】
　基地局トランシーバモジュール2550は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信
するための基地局アンテナ2555に供給し、基地局アンテナ2555から受信されたパケットを
復調するように構成されたモデムを含んでもよい。いくつかの例では、基地局トランシー
バモジュール2550は、1つまたは複数の基地局送信機モジュール、および1つまたは複数の
別個の基地局受信機モジュールとして実装されてもよい。基地局トランシーバモジュール
2550は、第1の無線周波数スペクトル帯域および/または第2の無線周波数スペクトル帯域
内の通信をサポートし得る。基地局トランシーバモジュール2550は、図1、図2および/ま
たは図3を参照しながら説明したモバイルデバイス115、215および/または315のうちの1つ
または複数など、1つまたは複数のモバイルデバイスまたは装置と、アンテナ2555を介し
て双方向に通信するように構成され得る。たとえば、基地局2505は、複数の基地局アンテ
ナ2555(たとえば、アンテナアレイ)を含んでもよい。基地局2505は、ネットワーク通信モ
ジュール2540を介してコアネットワーク2545と通信してよい。基地局2505はまた、基地局
通信モジュール2530を使用して、基地局2575および2580のような他の基地局と通信しても
よい。
【０１８９】
　登録およびページングモジュール2515は、登録およびページングに関連して図1、図2、
図3、図8、図9、図14、図16および/または図21を参照しながら説明した特徴および/また
は機能の一部または全部を実行および/または制御するように構成されてよい。登録およ
びページングモジュール2515もしくは登録およびページングモジュール2515の一部は、プ
ロセッサを含んでよく、ならびに/または、登録およびページングモジュール2515の機能
の一部もしくは全部は、基地局プロセッサモジュール2510によって、および/もしくは基
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地局プロセッサモジュール2510とともに実行されてもよい。いくつかの例では、登録およ
びページングモジュール2515は、図8、図9、図16および/または図21を参照しながら説明
した登録およびページングモジュール815、915、1615および/または2115の一例であり得
る。
【０１９０】
　図26は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法2600の一例を示すフ
ローチャートを示す。明快のために、方法2600は、図1、図2、図3および/または図24を参
照しながら説明したモバイルデバイス115、215、315および/または2405のうちの1つまた
は複数のモバイルデバイスの態様、ならびに/あるいは図4および/または図5を参照しなが
ら説明した装置405および/または505のうちの1つまたは複数の装置の態様に関連して以下
で説明する。いくつかの例では、モバイルデバイスは、以下に説明する機能を実行するた
めにモバイルデバイスの機能要素を制御するためにコードの1つまたは複数のセットを実
行し得る。追加または代替として、モバイルデバイスは、特殊目的のハードウェアを使用
して以下で説明する機能のうちの1つまたは複数を実行し得る。
【０１９１】
　ブロック2605において、方法2600は、ページ送信をモバイルデバイスにおいて受信する
ステップを含んでよく、ページ送信はサービス情報を含む。ブロック2605での動作は、図
4および/または図5を参照しながら説明した装置405および/または505を使用して実行され
得る。
【０１９２】
　ブロック2610において、方法2600は、サービス情報に少なくとも部分的に基づいてワイ
ヤレス通信のためにアクセスするために複数の利用可能なネットワークのうちの1つまた
は複数を決定するステップを含み得る。ブロック2610での動作は、図4および/または図5
を参照しながら説明した装置405および/または505を使用して実行され得る。
【０１９３】
　ブロック2615において、方法2600は、決定するステップに応答して決定されたネットワ
ークのうちの1つまたは複数にアクセスするステップを含み得る。ブロック2615での動作
は、図4および/または図5を参照しながら説明した装置405および/または505を使用して実
行され得る。
【０１９４】
　したがって、方法2600は、ワイヤレス通信を提供し得る。方法2600は、単に1つの実施
態様であること、および、方法2600の動作は、他の実施態様が可能であるように再配置ま
たは他の方法で修正され得ることに留意すべきである。
【０１９５】
　図27は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法2700の一例を示すフ
ローチャートを示す。明快のために、方法2700は、図1、図2、図3および/または図25を参
照しながら説明した基地局105、205、305および/または2505のうちの1つまたは複数の基
地局の態様、ならびに/あるいは図8および/または図9を参照しながら説明した装置805お
よび/または905のうちの1つまたは複数の装置の態様に関して以下で説明する。いくつか
の例では、基地局は、以下に説明する機能を実行するために基地局の機能要素を制御する
ためにコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、基地局は
、特殊目的のハードウェアを使用して以下で説明する機能のうちの1つまたは複数を実行
し得る。
【０１９６】
　ブロック2705において、方法2700は、モバイルデバイスを用いて開始されるべきサービ
スを決定するステップを含み得る。ブロック2705での動作は、図8および/または図9を参
照しながら説明した装置805および/または905を使用して実行され得る。
【０１９７】
　ブロック2710において、方法2700は、サービスを提供するのに好適な複数の利用可能な
無線アクセス技術(RAT)のうちの1つまたは複数を決定するステップを含み得る。ブロック
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2710での動作は、図8および/または図9を参照しながら説明した装置805および/または905
を使用して実行され得る。
【０１９８】
　ブロック2715において、方法2700は、ページ送信をモバイルデバイスに送信するステッ
プを含んでよく、ページ送信は、複数のRATのうちの1つまたは複数のうちのどのRATが、
サービスを開始するためにモバイルデバイスによって使用されるべきかを示すサービス情
報を含む。ブロック2715での動作は、図8および/または図9を参照しながら説明した装置8
05および/または905を使用して実行され得る。
【０１９９】
　したがって、方法2700は、ワイヤレス通信を提供し得る。方法2700は、単に1つの実施
態様であること、および、方法2700の動作は、他の実施態様が可能であるように再配置ま
たは他の方法で修正され得ることに留意すべきである。
【０２００】
　図28は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法2800の一例を示すフ
ローチャートを示す。様々な例では、方法2800は、図1および図2を参照しながら説明した
モバイルデバイス115および215のうちの1つまたは複数、ならびに/あるいは図12を参照し
ながら説明した装置1205の態様によって実行されることがある。いくつかの例では、モバ
イルデバイスは、以下に説明する機能を実行するためにモバイルデバイスの機能要素を制
御するためにコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、モ
バイルデバイスは、特殊目的のハードウェアを使用して以下で説明する機能のうちの1つ
または複数を実行し得る。
【０２０１】
　ブロック2805において、方法2800は、モバイルデバイスが非セルラーRATを介してペー
ジングメッセージを受信可能であると決定するステップを含み得る。ブロック2810におい
て、方法2800は、モバイルデバイスが非セルラーRATを介してページングメッセージを受
信可能であることの表示を含む登録メッセージをネットワークに送信するステップを含み
得る。
【０２０２】
　したがって、方法2800は、ワイヤレス通信を提供し得る。方法2800は、単に1つの実施
態様であること、および、方法2800の動作は、他の実施態様が可能であるように再配置ま
たは他の方法で修正され得ることに留意すべきである。
【０２０３】
　図29は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法2900の一例を示すフ
ローチャートを示す。様々な例では、方法2900は、図1および図2を参照しながら説明した
基地局105、205および/またはMME/SGWノード240のうちの1つまたは複数、ならびに/ある
いは図14を参照しながら説明した装置1405の態様によって実行されることがある。いくつ
かの例では、MMEは、以下に説明する機能を実行するためにMMEの機能要素を制御するため
にコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、MMEは、特殊目
的のハードウェアを使用して以下で説明する機能のうちの1つまたは複数を実行し得る。
【０２０４】
　ブロック2905において、方法2900は、モバイルデバイスからの登録メッセージをセルラ
ーネットワークのMMEにおいて受信するステップを含み得る。ブロック2910において、方
法2900は、モバイルデバイスをMMEのセルラーネットワークに登録するステップを含み得
る。
【０２０５】
　したがって、方法2900は、ワイヤレス通信を提供し得る。方法2900は、単に1つの実施
態様であること、および、方法2900の動作は、他の実施態様が可能であるように再配置ま
たは他の方法で修正され得ることに留意すべきである。
【０２０６】
　図30は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法3000の一例を示すフ
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ローチャートを示す。様々な例では、方法3000は、図1および図2を参照しながら説明した
基地局105、205および/またはNCPS260のうちの1つまたは複数、ならびに/あるいは図16を
参照しながら説明した装置1605の態様によって実行されることがある。いくつかの例では
、NCPSは、以下に説明する機能を実行するためにNCPSの機能要素を制御するためにコード
の1つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、NCPSは、特殊目的のハ
ードウェアを使用して以下で説明する機能のうちの1つまたは複数を実行し得る。
【０２０７】
　ブロック3005において、方法3000は、セルラーネットワークのMMEからのページング通
知をNCPSにおいて受信するステップを含み得る。ブロック3010において、方法3000は、ペ
ージングメッセージをNCPSから非セルラーRATを介してモバイルデバイスに送信するステ
ップを含み得る。
【０２０８】
　したがって、方法3000は、ワイヤレス通信を提供し得る。方法3000は、単に1つの実施
態様であること、および、方法3000の動作は、他の実施態様が可能であるように再配置ま
たは他の方法で修正され得ることに留意すべきである。
【０２０９】
　図31は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法3100の一例を示すフ
ローチャートを示す。様々な例では、方法3100は、図1、図2および/または図3を参照しな
がら説明したモバイルデバイス115、215および/または315のうちの1つまたは複数、なら
びに/あるいは図19を参照しながら説明した装置1905の態様によって実行され得る。いく
つかの例では、モバイルデバイスは、以下に説明する機能を実行するためにモバイルデバ
イスの機能要素を制御するためにコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。追加ま
たは代替として、モバイルデバイスは、特殊目的のハードウェアを使用して以下で説明す
る機能のうちの1つまたは複数を実行し得る。
【０２１０】
　ブロック3105において、方法3100は、ネットワークに対して、サービスまたは利用可能
な接続のうちの少なくとも1つを識別して登録メッセージ内に含めるステップを含み得る
。ブロック3105における動作は、図19を参照しながら説明した装置1905によって実行され
得る。
【０２１１】
　ブロック3110において、方法3100は、識別されたサービスまたは利用可能な接続を有す
る登録メッセージをネットワークに送信するステップを含み得る。ブロック3110における
動作は、図19を参照しながら説明した装置1905によって実行され得る。
【０２１２】
　したがって、方法3100は、ワイヤレス通信を提供し得る。方法3100は、単に1つの実施
態様であること、および、方法3100の動作は、他の実施態様が可能であるように再配置ま
たは他の方法で修正され得ることに留意すべきである。
【０２１３】
　図32は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法3200の一例を示すフ
ローチャートを示す。様々な例では、方法3200は、図1および図2を参照しながら説明した
基地局105、205および/またはMME/SGWノード240のうちの1つまたは複数、ならびに/ある
いは図21を参照しながら説明した装置2105の態様によって実行されることがある。いくつ
かの例では、MMEは、以下に説明する機能を実行するためにMMEの機能要素を制御するため
にコードの1つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、MMEは、特殊目
的のハードウェアを使用して以下で説明する機能のうちの1つまたは複数を実行し得る。
【０２１４】
　ブロック3205において、方法3200は、モバイルデバイスに対するサービスまたは利用可
能な接続のうちの少なくとも1つを含む登録メッセージを受信するステップを含み得る。
ブロック3210において、方法3200は、登録メッセージ内に含まれるサービスまたは利用可
能な接続に少なくとも部分的に基づいてモバイルデバイスに対する登録プロシージャを決
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定するステップを含み得る。ブロック3215において、方法3200は、登録プロシージャを含
むメッセージに対する応答を送信するステップを含み得る。
【０２１５】
　したがって、方法3200は、ワイヤレス通信を提供し得る。方法3200は、単に1つの実施
態様であること、および、方法3200の動作は、他の実施態様が可能であるように再配置ま
たは他の方法で修正され得ることに留意すべきである。
【０２１６】
　いくつかの例では、方法2600～3200のうちの2つ以上からの態様が、組み合わされてよ
い。方法2600～3200は、単に例示的な実装形態であること、および、方法2600～3200の動
作は、他の実装形態が可能であるように再配置、またはさもなければ修正され得ることに
留意されたい。
【０２１７】
　添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例について説明しており、実装され
得る例、または特許請求の範囲内にある例のみを表すものではない。この説明で使用する
「例」および「例示的」という用語は、「例、事例、もしくは例示の働きをすること」を
意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」ことを意味しない。詳細な説明は、
説明した技法の理解を与える目的で、具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法
は、これらの具体的な詳細を伴わずに実践され得る。いくつかの事例では、説明した例の
概念を不明瞭にすることを避けるために、よく知られている構造および装置がブロック図
の形で示されている。
【０２１８】
　情報および信号は、種々の異なる技術および技法のいずれかを使用して表すことができ
る。たとえば、上記の説明全体にわたって参照される場合があるデータ、命令、コマンド
、情報、信号、ビット、記号、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性
粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表すことができる。
【０２１９】
　本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよび構成要素は、汎用プロ
セッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、ASIC、FPGAもしくは他のプログラマブル論理デ
バイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明
細書で説明する機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装また
は実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサとすることが、代替形態では、プ
ロセッサは、任意の従来型プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはス
テートマシンとすることができる。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組
合せ、たとえば、DSPとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコ
アと連携する1つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成
として実装され得る。
【０２２０】
　本明細書で説明する機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せにおいて実装され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアにおいて実装された場合、機能は、1つまたは複数の命令
またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒
体を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲
の範囲および要旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質に起因して、上記で説明した
機能は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、
ハード配線、またはそれらのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装する
特徴はまた、機能の一部が異なる物理的ロケーションで実装されるように分散された状態
を含め、様々な位置に物理的に位置していてよい。特許請求の範囲を含めて本明細書で使
用される場合、「および/または」という用語は、2つ以上の項目の列挙において使用され
るとき、列挙される項目のうちどの1つも、それだけで採用され得、または列挙される項
目のうちの2つ以上のどの組合せも採用され得ることを意味する。たとえば、構成が、構
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成要素A、B、および/またはCを含むものとして記載される場合、その構成は、A単体、B単
体、C単体、AとBを組み合わせて、AとCを組み合わせて、BとCを組み合わせて、またはA、
B、およびCを組み合わせて含むことができる。また、特許請求の範囲内を含み本明細書で
使用される場合、項目のリスト(たとえば、「少なくとも1つの」または「1つまたは複数
の」などという句で始まる項目のリスト)内で使用される「または」は、たとえば、「A、
B、またはCのうちの少なくとも1つ」というリストがAまたはBまたはCまたはABまたはACま
たはBCまたはABC(すなわち、AおよびBおよびC)を意味するような、選言的リストを示す。
【０２２１】
　コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体と、コンピュータプログラムの1つの
場所から別の場所への転送を容易する任意の媒体を含む通信媒体の両方を含む。ストレー
ジ媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体
であってよい。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、フ
ラッシュメモリ、CD-ROMもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージも
しくは他の磁気ストレージデバイス、または命令もしくはデータ構造の形態の所望のプロ
グラムコード手段を搬送もしくは記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュ
ータまたは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備え
ることができる。また、任意の接続も正しくはコンピュータ可読媒体と呼ばれる。たとえ
ば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加
入者線(DSL)、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、
光ファイバーケーブル、ツイストペア、DSL、または赤外線、無線、およびマイクロ波な
どのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク(disk)およ
びディスク(disc)は、コンパクトディスク(disc)(CD)、レーザディスク(登録商標)(disc)
、光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロッピー(登録商標)ディ
スク(disk)およびBlu-ray(登録商標)ディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は、通常、
データを磁気的に再生し、ディスク(disc)は、データをレーザで光学的に再生する。上記
の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０２２２】
　本明細書では、「装置」および「デバイス」という用語は相互交換可能である。
【０２２３】
　本開示の上の説明は、当業者が本開示を作製または使用することを可能にするために提
供される。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかになり、本明細書で定義する
一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したがっ
て、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されず、本明細書で開示した原理
および新規な特徴と一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【０２２４】
　　100　ワイヤレス通信システム
　　105　基地局
　　110　地理的カバレージエリア
　　115　モバイルデバイス
　　125　通信リンク
　　130　コアネットワーク
　　132　バックホールリンク
　　134　バックホールリンク
　　135　WLAN AP
　　140　カバレージエリア
　　200　ワイヤレス通信システム
　　205　基地局
　　205-a　基地局
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　　215　モバイルデバイス
　　215-a　モバイルデバイス
　　225-a　リンク
　　225-b　リンク
　　230　コアネットワーク
　　235　ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)アクセスポイント(AP)
　　240　モビリティ管理エンティティ/サービングゲートウェイ(MME/SGW)ノード
　　245　パケットデータネットワーク(PDN)ゲートウェイ(PDN-GW)/発展型パケットデー
タゲートウェイ(ePDG)
　　250　パケットデータネットワーク(PDN)
　　255　HSS
　　260　非セルラーページングサーバ(NCPS)
　　300　ワイヤレス通信システム
　　305　無線アクセス技術(RAT)A基地局/AP
　　315　モバイルデバイス
　　325-a　リンク
　　325-b　リンク
　　330　RATモジュールA
　　335　RAT B基地局/AP
　　340　RATモジュールB
　　345　RAT選択モジュール
　　400　ブロック図
　　405　装置
　　410　受信機モジュール
　　415　ワイヤレス通信管理モジュール
　　420　送信機モジュール
　　500　ブロック図
　　505　装置
　　510　受信機モジュール
　　515　ワイヤレス通信管理モジュール
　　520　送信機モジュール
　　525　RAT選択モジュール
　　530　ページングモジュール
　　535　ポリシーモジュール
　　800　ブロック図
　　805　装置
　　810　受信機モジュール
　　815　登録およびページングモジュール
　　820　送信機モジュール
　　900　ブロック図
　　905　装置
　　910　受信機モジュール
　　915　登録およびページングモジュール
　　920　送信機モジュール
　　925　ページングポリシーモジュール
　　930　ページング管理モジュール
　　935　ページ送信モジュール
　　940　登録モジュール
　　1100　ページ送信およびページング応答コールフロー
　　1105　第1のRAT基地局
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　　1110　第2のRAT基地局/AP
　　1115　モバイルデバイス
　　1120　モビリティ管理エンティティ(MME)
　　1125　PGW/SGW
　　1130　ダウンリンクデータ
　　1135　ダウンリンクデータ通知メッセージ
　　1140　ダウンリンクデータ通知確認応答
　　1145　ページングメッセージ
　　1150　ページ送信
　　1155　ブロック
　　1160　プロセス
　　1165　ページ応答
　　1170　ページ応答確認応答
　　1175　プロセス
　　1180　ページ応答
　　1185　ページ応答確認応答
　　1200　ブロック図
　　1205　装置
　　1210　受信機モジュール
　　1215　ワイヤレス通信管理モジュール
　　1220　送信機モジュール
　　1225　RAT選択モジュール
　　1230　ページング能力モジュール
　　1235　登録メッセージ
　　1400　ブロック図
　　1405　装置
　　1410　受信機モジュール
　　1415　登録およびページングモジュール
　　1420　送信機モジュール
　　1425　登録モジュール
　　1430　ページング管理モジュール
　　1435　非セルラーページングサーバ(NCPS)インターフェースモジュール
　　1600　ブロック図
　　1605　装置
　　1610　受信機モジュール
　　1615　登録およびページングモジュール
　　1620　送信機モジュール
　　1630　登録モジュール
　　1640　ページング管理モジュール
　　1650　MMEインターフェースモジュール
　　1800　通信
　　1805　基地局
　　1810　AP、非セルラーRAT AP
　　1815　モバイルデバイス
　　1830　PGW/SGW
　　1840　MME
　　1841　登録情報
　　1842　シグナリング
　　1844　ブロードキャストまたはユニキャスト
　　1846　登録メッセージ
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　　1848　メッセージ
　　1850　確認応答
　　1852　確認応答メッセージ
　　1854　登録メッセージ
　　1856　登録メッセージ
　　1858　確認応答メッセージ
　　1860　NCPS
　　1861　確認応答メッセージ
　　1862　ダウンリンクデータ通知
　　1864　ページ通知
　　1866　ページングメッセージ
　　1868　ページングメッセージ
　　1900　ブロック図
　　1905　装置
　　1910　受信機モジュール
　　1915　ワイヤレス通信管理モジュール
　　1920　送信機モジュール
　　1925　サービス識別モジュール
　　1930　接続識別モジュール
　　1935　登録メッセージモジュール
　　1940　報告ポリシーモジュール
　　2100　ブロック図
　　2105　装置
　　2110　受信機モジュール
　　2115　登録およびページングモジュール
　　2120　送信機モジュール
　　2130　登録モジュール
　　2140　ページング管理モジュール
　　2150　PDN接続モジュール
　　2300　ワイヤレス通信
　　2305　基地局
　　2315　モバイルデバイス
　　2330　ブロック
　　2332　登録メッセージ
　　2334　登録メッセージ
　　2335　ブロック
　　2336　応答メッセージ
　　2338　応答メッセージ
　　2340　MME
　　2342　確認応答(ACK)メッセージ
　　2400　システム
　　2405　モバイルデバイス
　　2410　プロセッサモジュール
　　2415　メモリ
　　2420　ソフトウェア(SW)
　　2425　ワイヤレス通信管理モジュール
　　2430　第1のRAT通信モジュール
　　2435　第2のRAT通信モジュール
　　2440　アンテナ
　　2450　第1のRATトランシーバモジュール



(51) JP 6456478 B2 2019.1.23

10

　　2455　第2のRATトランシーバモジュール
　　2500　システム
　　2505　基地局
　　2510　基地局プロセッサモジュール
　　2515　登録およびページングモジュール
　　2520　基地局メモリモジュール
　　2525　ソフトウェア/ファームウェアコード
　　2530　基地局通信モジュール
　　2535　バス
　　2540　ネットワーク通信モジュール
　　2545　コアネットワーク
　　2550　基地局トランシーバモジュール
　　2555　基地局アンテナ
　　2560　ページングポリシーモジュール
　　2565　ページング管理モジュール
　　2570　登録モジュール
　　2575　基地局
　　2580　基地局

【図１】 【図２】
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